
今
後
の
活
動
予
定

平
成
21
年
度
の
予
定
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◇
公
開
研
究
会
◇

５
月
23
日（
土
）、
10
月
10
日（
土
）、
11
月
14
日

（
土
）に
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
に
て
開
催
予
定

で
す
。

◇
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
◇

12
月
５
日（
土
）に
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
に
て

開
催
予
定
で
す
。

本
学
・
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
欄
参

照
）に
て
、
講
演
者
・
題
目
等
の
予
定
を
随
時
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

既
刊
書

○
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊（
非
売
品
）

第
１
輯『
玄
應
撰
一
切
經
音
義
二
十
五
卷
』

第
２
輯『
大
乘
起
信
論
』

○『
日
本
現
存
八
種
一
切
経
対
照
目
録
』（
非
売
品
）

本
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
　

で
き
ま
す
。

○『
佛
教
文
獻
と
文
學
　
日
臺
共
同
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
記
録
　
２
０
０
７
』（
非
売
品
）

『
い
と
く
ら
』既
刊
号

○
創
刊
号

『
摩
梨
支
天
経
』―
金
剛
寺
本
と
敦
煌
本
―
／

金
剛
寺
経
巻
の
紐
／
道
明
新
一
郎

古
写
経
の
死
番
虫
／
吉
川
也
志
保

寺
院
紹
介
・
調
査
日
記「
金
剛
寺
」「
七
寺
」

そ
の
他

○
第
２
号

七
寺
の
経
蔵
／
中
村
一
紀

ス
ク
ロ
ー
ル
ビ
ュ
ー
ア
に
つ
い
て
／
村
川
猛
彦

金
剛
寺
一
切
経
と
安
世
高
の
漢
訳
仏
典
／

デ
レ
ア
ヌ

フ
ロ
リ
ン

天
野
山
金
剛
寺
の
浄
土
教
典
籍
／
落
合
俊
典

古
写
経
と
微
生
物
／
吉
川
也
志
保

寺
院
紹
介
・
調
査
日
記「
西
方
寺
」
そ
の
他

○
第
３
号

七
寺
一
切
経
に
み
る
経
軸
の
意
匠
の
相
違
に
つ
い
て
／

赤
尾
栄
慶

古
写
経
の
色
／
吉
川
也
志
保

檀
王
法
林
寺
蔵『
集
諸
経
礼
懺
儀
』巻
下
に
つ
い
て
／

上
杉
智
英

現
存
最
古
の
大
唐
西
域
記
写
本
／
高
田
時
雄

寺
院
紹
介「
檀
王
法
林
寺
」

そ
の
他

『
い
と
く
ら
』の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い（
連
絡
先
は
下
欄
参
照
）。

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
紹
介

研
究
代
表
者

今
西
順
吉
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
、
国
際
仏

教
学
院
理
事
長
）

研
究
分
担
者

木
村
清
孝
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
長
、
教
授
）

落
合
俊
典
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
）

H
ubert

D
U

R
T

（
同
・
教
授
）

津
田
眞
一
（
同
・
教
授
）

デ
レ
ア
ヌ

フ
ロ
リ
ン
（
同
・
教
授
）

松
村
淳
子
（
同
・
教
授
）

赤
尾
栄
慶
（
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
企
画
室
長
）

高
田
時
雄
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）

梶
浦
　
晋
（
同
・
附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手
）

C
hristian

W
IT

T
E

R
N

（
同
・
附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

宇
都
宮
啓
吾
（
大
阪
大
谷
大
学
教
授
）

大
倉
孝
昭
（
同
・
教
授
）

中
川
　
優
（
和
歌
山
大
学
教
授
）

村
川
猛
彦
（
同
・
専
任
講
師
）

研
究
協
力
者

末
木
康
弘
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
属
図
書
館
副
館
長
）

堀
伸
一
郎
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
置
国
際
仏
教
学

研
究
所
副
所
長
）

佐
藤
愛
弓
（
大
谷
大
学
助
教
）

能
島
　
覚
（
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員
）

三
宅
徹
誠
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
置
国
際

仏
教
学
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
）

林
　
　
敏
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
博
士
課
程
）

吉
川
也
志
保
（
東
京
文
化
財
研
究
所
保
存
修
復
科
学

セ
ン
タ
ー
研
究
補
佐
員
）

相
原
良
直
（
華
頂
短
期
大
学
教
授
）

岡
崎
友
子
（
就
実
大
学
准
教
授
）

広
坂
直
子
（
京
都
外
国
語
大
学
非
常
勤
講
師
）

江
南
和
幸
（
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
）

坂
本
昭
二
（
龍
谷
大
学
古
典
籍
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

上
杉
智
英
（
中
国
政
府
奨
学
金
高
級
進
修
生（
中
国
人
民

大
学
）、
元
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
補
助
員
）

池
　
麗
梅
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
博
士

課
程
、
元
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
員
）

佐
藤
も
な
（
帝
京
高
等
看
護
学
院
非
常
勤
講
師
、
元
学

術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
員
）

大
塚
紀
弘
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、
元
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
員
）

研
究
員（
PD
）

林
寺
正
俊
・
箕
浦
尚
美
・
恋
田
知
子
・
田
中
秀
典
・
南
　
宏
信

研
究
補
助
員（
RA
）

赤
塚
祐
道
・
定
源（
王
招
国
）

（
平
成
20
年
12
月
現
在
）
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いとくら　 1いとくら　 12 いとくら　

《
表
紙
写
真
紹
介
》

金
剛
寺
蔵
長
寛
三
年
写
『
観
無
量
寿
経
』

箕
浦
　
尚
美

いとくら：私たちが調査している古写経を収める「経蔵」からの造語。「経」を意味するサンスクリット語“sutra”には「いと」などの
意味があり、また「経」には「たていと」という読みがあることから、「経蔵」を「いとくら」と読んでニュースレターのタイトル
としました。

金剛寺蔵『観無量寿経』巻尾

『
観
無
量
寿
経
』は
、『
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』と
と
も
に「
浄
土
三
部

経
」の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
経
典
で
あ
る
。

大
阪
府
河
内
長
野
市
の
真
言
宗
御
室
派
の
名
刹
、
天
野
山
金
剛
寺
に

蔵
さ
れ
る『
観
無
量
寿
経
』は
、
長
寛
三
年（
一
一
六
五
年
）に
書
写
さ
れ

た
巻
子
で
、
末
尾
に
、

（
朱
書
）「
西
音
房
云
々
」

（
墨
書
）「
長
寛
三
年
三
月
十
六
日
剋巳

書
写
了
　
忍
禅
之
」

と
あ
る
。「
西
音
房
」「
忍
禅
」は
と
も
に
不
明
で
あ
る
が
、
全
体
に
わ
た
っ

て
詳
細
な
訓
点
と
異
本
注
記
が
施
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
読
み
と
学
問
の

様
相
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
訓
点
に
は
、
書
写
時
を
さ
ほ
ど
下

ら
な
い
と
見
ら
れ
る
朱
点
と
、
そ
れ
よ
り
や
や
後
れ
る
も
院
政
期
に
は
収

ま
る
と
推
定
さ
れ
る
墨
点
が
あ
る
。

朱
で
記
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
（
読
み
を
示
す
点
や
線
の
記
号
）
は
、

「
天
爾
波
留

て

に

は

る

点（
別
流
）」と
呼
ば
れ
る
種
類
の
点
に
最
も
近
い
。
こ
れ
は
、

平
安
時
代
中
期
頃
に
天
台
宗
延
暦
寺
で
案
出
さ
れ
、
十
二
世
紀
中
葉
に

は
殆
ど
衰
滅
し
て
し
ま
う
点
で
あ
る（
築
島
裕
氏『
平
安
時
代
訓
点
本
論

考
　
研
究
編
』汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
）。
金
剛
寺
本
の「
ヲ
」の
点
は

す
べ
て
当
該
字
中
央
下
に「
）」の
形
で
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
系

統
の
古
い
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
加
点
場
所
は
延
暦
寺
で
、
加
点
者

は
弱
小
の
法
脈
に
つ
な
が
る
、
恐
ら
く
無
名
の
僧
侶
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
墨
点
は
、
朱
点
と
部
分
的
に
は
重
な
る
が
、
朱
点
を
な
ぞ
っ

た
も
の
で
は
な
く
、
別
の
訓
法
・
異
文
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（
以

上
、
訓
点
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
第
三
輯
の
金
水
敏

氏
他
の
解
題
に
よ
る
）。

さ
て
、
経
典
本
文
を
見
て
み
る
と
、
金
剛
寺
本
『
観
無
量
寿
経
』は
、

高
麗
版
や
宋
版
な
ど
の
一
切
経
版
本
と
は
系
統
が
異
な
り
、
敦
煌
本
に

近
い
。
浄
土
教
版
本
の
流
れ
を
汲
む
浄
土
教
各
宗
派
の
現
行
本
も
、
一
切

経
版
本
よ
り
日
本
古
写
経
本
や
敦
煌
本
に
近
い
が
、
金
剛
寺
本
と
は
異

な
る
系
統
で
あ
る
。
金
剛
寺
本
に
近
似
す
る
伝
本
に
は
、
五
島
美
術
館
所

蔵
の
建
久
三
年（
一
一
九
二
年
）明
遍
書
写
本
や
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵

の
平
安
後
期
装
飾
経
が
あ
る
。

本
文
に
関
し
て
特
に
興
味
深
い
の
は
、
源
信『
往
生
要
集
』（
九
八
五
年
）

所
引
の『
観
無
量
寿
経
』と
の
関
係
で
あ
る
。
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
金
剛
寺

本
と
の
み
、
或
い
は
金
剛
寺
本
を
含
む
数
本
と
の
み
一
致
す
る
語
句
が
見

ら
れ
た
。
金
剛
寺
本
は
、
源
信
の
依
っ
た
系
統
と
し
て
留
意
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、『
観
無
量
寿
経
』の
内
容
・
成
立
に
関
す
る
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ

る
語
句
の
異
同
も
あ
る
。
下
品
下
生
に
、「
具
足
十
念
称
南
無
無
量
寿
仏
」

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
金
剛
寺
本
、
京
都
国
立
博
物
館
装
飾
経
、
松

尾
社
一
切
経
本
の
み
に
見
ら
れ
る（
傍
線
部
は
他
本
で
は「
仏
」「
阿
弥
陀

仏
」）。『
往
生
要
集
』の
ほ
か
、
曇
鸞『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』な

ど
に
も「
無
量
寿
仏
」と
し
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、
敦
煌
本
に
は
見
ら
れ
な

い
も
の
の
、
検
討
が
必
要
な
語
句
で
あ
る
。

な
お
、
本
書
に
つ
い
て
は
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
実
行
委
員
会
編
・
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
第
三
輯『
金
剛
寺
蔵
観
無

量
寿
経
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
巻
下
』に
、
影
印
・
訓
読
・
解
題

（
金
水
敏
・
広
坂
直
子
・
岡
崎
友
子
）・
諸
本
校
異（
箕
浦
尚
美
）を
掲
載
し

て
い
る
。

（
研
究
員（
PD
））
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観
無
量
寿
経
』は
、
長
寛
三
年（
一
一
六
五
年
）に
書
写
さ
れ

た
巻
子
で
、
末
尾
に
、

（
朱
書
）「
西
音
房
云
々
」

（
墨
書
）「
長
寛
三
年
三
月
十
六
日
剋巳

書
写
了
　
忍
禅
之
」

と
あ
る
。「
西
音
房
」「
忍
禅
」は
と
も
に
不
明
で
あ
る
が
、
全
体
に
わ
た
っ

て
詳
細
な
訓
点
と
異
本
注
記
が
施
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
読
み
と
学
問
の

様
相
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
訓
点
に
は
、
書
写
時
を
さ
ほ
ど
下

ら
な
い
と
見
ら
れ
る
朱
点
と
、
そ
れ
よ
り
や
や
後
れ
る
も
院
政
期
に
は
収

ま
る
と
推
定
さ
れ
る
墨
点
が
あ
る
。

朱
で
記
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
（
読
み
を
示
す
点
や
線
の
記
号
）
は
、

「
天
爾
波
留

て

に

は

る

点（
別
流
）」と
呼
ば
れ
る
種
類
の
点
に
最
も
近
い
。
こ
れ
は
、

平
安
時
代
中
期
頃
に
天
台
宗
延
暦
寺
で
案
出
さ
れ
、
十
二
世
紀
中
葉
に

は
殆
ど
衰
滅
し
て
し
ま
う
点
で
あ
る（
築
島
裕
氏『
平
安
時
代
訓
点
本
論

考
　
研
究
編
』汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
）。
金
剛
寺
本
の「
ヲ
」の
点
は

す
べ
て
当
該
字
中
央
下
に「
）」の
形
で
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
系

統
の
古
い
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
加
点
場
所
は
延
暦
寺
で
、
加
点
者

は
弱
小
の
法
脈
に
つ
な
が
る
、
恐
ら
く
無
名
の
僧
侶
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
墨
点
は
、
朱
点
と
部
分
的
に
は
重
な
る
が
、
朱
点
を
な
ぞ
っ

た
も
の
で
は
な
く
、
別
の
訓
法
・
異
文
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（
以

上
、
訓
点
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
第
三
輯
の
金
水
敏

氏
他
の
解
題
に
よ
る
）。

さ
て
、
経
典
本
文
を
見
て
み
る
と
、
金
剛
寺
本
『
観
無
量
寿
経
』は
、

高
麗
版
や
宋
版
な
ど
の
一
切
経
版
本
と
は
系
統
が
異
な
り
、
敦
煌
本
に

近
い
。
浄
土
教
版
本
の
流
れ
を
汲
む
浄
土
教
各
宗
派
の
現
行
本
も
、
一
切

経
版
本
よ
り
日
本
古
写
経
本
や
敦
煌
本
に
近
い
が
、
金
剛
寺
本
と
は
異

な
る
系
統
で
あ
る
。
金
剛
寺
本
に
近
似
す
る
伝
本
に
は
、
五
島
美
術
館
所

蔵
の
建
久
三
年（
一
一
九
二
年
）明
遍
書
写
本
や
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵

の
平
安
後
期
装
飾
経
が
あ
る
。

本
文
に
関
し
て
特
に
興
味
深
い
の
は
、
源
信『
往
生
要
集
』（
九
八
五
年
）

所
引
の『
観
無
量
寿
経
』と
の
関
係
で
あ
る
。
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
金
剛
寺

本
と
の
み
、
或
い
は
金
剛
寺
本
を
含
む
数
本
と
の
み
一
致
す
る
語
句
が
見

ら
れ
た
。
金
剛
寺
本
は
、
源
信
の
依
っ
た
系
統
と
し
て
留
意
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、『
観
無
量
寿
経
』の
内
容
・
成
立
に
関
す
る
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ

る
語
句
の
異
同
も
あ
る
。
下
品
下
生
に
、「
具
足
十
念
称
南
無
無
量
寿
仏
」

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
金
剛
寺
本
、
京
都
国
立
博
物
館
装
飾
経
、
松

尾
社
一
切
経
本
の
み
に
見
ら
れ
る（
傍
線
部
は
他
本
で
は「
仏
」「
阿
弥
陀

仏
」）。『
往
生
要
集
』の
ほ
か
、
曇
鸞『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』な

ど
に
も「
無
量
寿
仏
」と
し
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、
敦
煌
本
に
は
見
ら
れ
な

い
も
の
の
、
検
討
が
必
要
な
語
句
で
あ
る
。

な
お
、
本
書
に
つ
い
て
は
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
実
行
委
員
会
編
・
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
第
三
輯『
金
剛
寺
蔵
観
無

量
寿
経
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
巻
下
』に
、
影
印
・
訓
読
・
解
題

（
金
水
敏
・
広
坂
直
子
・
岡
崎
友
子
）・
諸
本
校
異（
箕
浦
尚
美
）を
掲
載
し

て
い
る
。

（
研
究
員（
PD
））
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大
阪
の
河
内
長
野
に
あ
る
天
野
山
金
剛
寺
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
古
写
本
12
点
を
調
査
す
る
機

会
を
い
た
だ
き
、
約
２
ヶ
月
間
に
渡
っ
て
実
施
し

た
調
査
の
報
告
を
以
下
に
述
べ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
表
１
に
示
し
た
12
点
の
資

料（
１
）〜（
12
）の
分
析
を
行
っ
た
。
尚
、
資
料

（
４
）（
５
）（
６
）（
10
）に
は
記
年
が
残
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
前
期
の
書

写
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

本
調
査
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
に
よ
る
料
紙

の
表
面
観
察
、
蛍
光
X
線
分
析
装
置
に
よ
る
元

素
分
析
、
紙
厚
測
定
、
透
過
光
撮
影
と
周
波
数

解
析
に
よ
る
簀す

の
目
の
計
測
、
そ
し
て
赤
外
線
を

用
い
た
撮
影
を
行
っ
た
。
紙
面
の
都
合
上
全
て
の

分
析
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
出
来
な
い
が

主
な
結
果
を
以
下
に
述
べ
る
。

ま
ず
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
に
よ
る
料
紙
の
観
察

で
は
、
12
点
全
て
の
資
料
の
料
紙
が
楮

こ
う
ぞ
を
主
原

料
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
紙
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
さ
ら
に
、
資
料（
１
）（
２
）（
３
）（
４
）

（
５
）（
８
）（
12
）に
は
稲
藁
の
混
入
が
見
ら
れ

（
図
１
）、
資
料（
６
）（
７
）（
10
）（
11
）に
も
稲
藁

と
思
わ
れ
る
混
入
物
が
見
受
け
ら
れ
た
。
さ
ら

に
資
料（
２
）及
び（
12
）に
は
麦
藁
の
混
入
も
見

ら
れ
た（
図
２
）。
従
っ
て
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉

時
代
に
か
け
て
の
紙
造
り
に
は
主
原
料
と
し
て

の
楮
の
他
に
稲
藁
や
麦
藁
が
補
助
原
料
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
宝
積
経
巻
第
六
十
六（
資
料（
４
））に
は
墨

で
書
か
れ
た
文
字
跡
が
残
る
古
紙
の
断
片（
大

き
さ
は
１
㎝
程
度
）の
混
入
が
見
ら
れ（
図
３
の

中
央
部
分
）、
さ
ら
に
、
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察
に

お
い
て
も
料
紙
全
体
に
渡
っ
て
微
小
な
墨
跡
が
多

数
見
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
は
大
宝
積
経（
資
料

（
３
）（
４
））の
料
紙
が
宿
紙（
古
紙
を
原
料
と
し

て
漉す

き
返
し
た
紙
）で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い

る
。
宿
紙
は
薄
墨
色
を
し
て
お
り
、
一
見
し
て
再

生
紙
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
色
を
し
て
い
る
が
、

一
方
で
、
薄
墨
色
で
な
い
料
紙
か
ら
な
る
資
料

（
１
）（
２
）（
７
）（
８
）（
10
）（
11
）（
12
）に
も
微
小
な

墨
跡
が
見
受
け
ら
れ
た（
図
４
）。
す
な
わ
ち
、
宿

紙
以
外
の
料
紙
も
古
紙
を
補
助
原
料
と
し
て
使

用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
当
時
の
都
市
部
に
お
け
る
紙
の
大
量
消
費

に
起
因
す
る
製
紙
原
料
難
の
問
題
を
解
決
す
る

手
段
と
し
て
、
補
助
原
料
と
し
て
の
稲
藁
、
麦

藁
、
古
紙
の
使
用
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
紙
厚
と
簀
の
目
の
計
測
結
果
か
ら
得
ら

れ
た
知
見
に
つ
い
て
述
べ
る
。
各
資
料
ご
と
の
紙

厚
の
平
均
値
、
及
び
、
１
㎝
当
た
り
の
簀
の
目
の

平
均
本
数
を
表
１
に
示
す
。
但
し
、
紙
厚
の
デ
ー

タ
に
関
し
て
、
資
料
（
７
）（
８
）（
９
）（
11
）は

形
態
が
袋
綴
じ
で
あ
っ
た
り
、
状
態
の
悪
い
も

の
で
あ
っ
た
た
め
に
採
取
し
た
デ
ー
タ
に
偏
り

が
あ
り
、
表
中
の
こ
れ
ら
の
資
料
に
関
す
る（

）

で
囲
ま
れ
た
計
測
値
は
参
考
程
度
に
留
め
て
頂

き
た
い
。
資
料（
４
）（
７
）（
８
）は
薄
い
紙
が
使

わ
れ
て
お
り
、
特
に
資
料（
４
）は
地じ

合あ
い

の
良
い

紙
で
も
あ
っ
た
。
経
典
に
限
っ
て
は
、
そ
の
料
紙

の
厚
さ
が
０
・
１
２
㎜
程
度
の
も
の
が
多
く
使

用
さ
れ
て
い
た
。
次
に
簀
の
目
（
紙
を
漉
い
た

後
に
残
る
縞
状
の
模
様
）に
関
し
て
は
、
そ
の

本
数
が
１
㎝
当
た
り
４
〜
６
本
の
料
紙
が
多
く

見
ら
れ
た
。
簀
の
目
の
本
数
は
道
具（
簀
）に
依
存

し
た
値
で
あ
る
の
で
漉
き
手
に
よ
る
影
響
を
あ

ま
り
受
け
な
い
値
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
特
に
大
宝
積
経
の
２
点（
資
料（
３
）

（
４
））に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
。
こ
の
２
点
の
共

通
点
は
共
に
宿
紙
で
あ
り
、
表
面
の
色
も
ほ
ぼ

同
様
の
値
を
示
し
、
比
較
的
細
か
い
簀
の
目（
約

８
本
／
㎝
）が
計
測
さ
れ
、
蛍
光
X
線
分
析
に

よ
る
料
紙
の
元
素
分
析
の
結
果
に
つ
い
て
も
ほ
と

ん
ど
差
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
原
材
料
や
道

具（
簀
）に
起
因
す
る
計
測
値
に
は
顕
著
な
差
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
紙
の
裏
側（
文
字

の
書
か
れ
て
い
な
い
面
）に
多
く
の
填
料

て
ん
り
ょ
う
、
お
よ

び
、
縦
方
向
の
紙
繊
維
の
方
向
性
が
見
ら
れ
る

点
も
共
通
し
て
い
た
。
し
か
し
、
漉
き
手
の
技

量
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
や
す
い
紙
厚
の
値
と

地
合
に
関
し
て
は
顕
著
な
差
が
見
受
け
ら
れ
、

資
料（
４
）は
紙
が
薄
く（
平
均
０
・
０
７
㎜
）、

地
合
の
良
い
紙（
図
５
）で
あ
る
が
、
資
料（
３
）

は
地
合
の
悪
い
紙（
図
６
）で
あ
っ
た
。
ま
た
、

本
調
査
の
後
に
金
剛
寺
に
て
こ
の
２
点
以
外
の

異
な
る
巻
の
大
宝
積
経
を
10
点
程
調
査
す
る

機
会
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
簀
の
目
の

本
数
が
約
６
本
／
㎝
の
紙
や
簀
の
目
の
見
え
な

い
紙
が
見
ら
れ
、
大
宝
積
経
に
は
様
々
な
宿
紙

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
十
九（
資
料（
１
））

の
表
紙（
図
７
左
）に
つ
い
て
も
分
析
を
行
っ
た
。

こ
の
表
紙
は
装
飾
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
文
様
は

確
認
し
が
た
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず

蛍
光
X
線
分
析
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、

金
箔
、
銀
箔
、
雲
母
を
使
っ
て

装
飾
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
次
に
赤
外
線
撮

影
に
よ
り
酸
化
し
て
黒
ず
ん
だ

銀
箔
部
分
を
明
瞭
に
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た（
図
７

中
央
）。
こ
の
装
飾
に
は
金
箔
よ

り
銀
箔
が
多
く
使
わ
れ
、
雲
母

が
全
体
的
に
塗
ら
れ
て
い
た
様

で
あ
り
、
全
体
の
文
様
を
推
定

す
る
こ
と
が
出
来
た（
図
７
右
）。

今
回
は
12
点
の
資
料
を
調

査
し
た
が
、
中
世
の
紙
の
一
端

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
金
剛
寺
に
所
蔵
さ
れ

る
数
千
点
の
資
料
は
中
世
の
紙
の
博
物
館
の
様

相
を
呈
し
て
お
り
、
今
後
の
調
査
継
続
に
よ
っ
て

さ
ら
な
る
知
見
を
得
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。

【
附
記
】

今
回
、
貴
重
な
資
料
の
調
査
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ

た
落
合
俊
典
先
生
、
金
剛
寺
の
関
係
者
の
皆
様
、
多
岐

に
渡
る
御
助
言
を
頂
い
た
赤
尾
栄
慶
先
生
な
ら
び
に
箕

浦
尚
美
先
生
に
感
謝
し
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

『
金
剛
寺
一
切
経
の
総
合
的
研
究
と
金
剛
寺
聖
教
の
基

礎
的
研
究
』（
研
究
代
表
者
落
合
俊
典
）

坂
本
　
昭
二（
さ
か
も
と

し
ょ
う
じ
）

大
阪
府
生
ま
れ
。
龍
谷
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
修
了
。
博
士（
工
学
）。
現
在
は
同
大
学
古
典
籍

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、
国
際
敦
煌
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
日
本
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
。
専
門
分
野
は
、
計
算
機

科
学
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
文
化
財
の
科
学
分
析
な
ど
。

江
南
　
和
幸（
え
な
み

か
ず
ゆ
き
）

龍
谷
大
学
名
誉
教
授（
龍
谷
大
学
古
典
籍
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
）。
従
来
の
専
門
は
金
属
材
料
学
。

１
９
９
７
年
よ
り
、
龍
谷
大
学
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
文
物
、

特
に
ア
ジ
ア
の
紙
資
料
の
組
織
分
析
、
元
素
分
析
、
ま
た
彩

色
材
料
の
科
学
分
析
に
取
り
組
む
。
大
英
図
書
館
ス
タ
イ
ン

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
経
典
用
紙
分
析
の
共
同
研
究
に
も
取
り
組
む
。

古
写
経
を
科
学
の
目
で
見
る
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剛
寺
は
紙
の
博
物
館

天
野
山
金
剛
寺
所
蔵
古
写
本
の
科
学
分
析
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本
昭
二
／
江
南
和
幸

［図1］大宝積経巻第六十六の稲藁（200倍）

［図2］大般若波羅蜜多経巻第十七の麦藁　　
（800倍）

［図3］大宝積経巻第六十六の古紙断片

［図4］般舟三昧経巻下に残る墨の跡（500倍）

［図5］大宝積経巻第六十六（資料（4））の透過光撮影画像

［図6］大宝積経巻第五十七（資料（3））の透過光撮影画像

［図7］大般若波羅蜜多経巻第十九の表紙
（中央：赤外線撮影画像、右：推定復元結果）

 1 貞1-19a 大般若波羅蜜多経　巻第十九 － 0.12 4.8

 2 貞1-17b 大般若波羅蜜多経　巻第十七 － 0.12 6.1

 3 貞32-57 大宝積経　巻第五十七 － 0.11 7.7

 4 貞32-66 大宝積経　巻第六十六 建久九年（1198年） 0.07 8.3

 5 貞223-1 仏説観無量寿経 長寛三年（1165年） 0.12 4.6

 6 貞1067-3 阿毘達磨識身足論　巻第三 嘉禎三年（1237年） 0.12 5.2

 7 聖教6-31 佚名孝養説話集抄（仮題） － （0.08） 5.7

 8 聖教11-108 憂喜余の友（千代野物語） － （0.08） 6.0

 9 聖教28-45 念仏要文抄（仮題） － （0.12） 4.9

 10 聖教41-71 三宝感応要略録　巻上 仁平元年（1151年） 0.2 5.2

 11 聖教44-1 医心方 － （0.2） 4.6

 12 聖教50-41 般舟三昧経　巻下 － 0.13 5.8

番号 経典番号 題名 記年 紙厚
[mm]

簀の目
[本/cm]

【
執
筆
者
紹
介
】

［表1］調査した資料とその計測結果



4 いとくら　 いとくら　 3

大
阪
の
河
内
長
野
に
あ
る
天
野
山
金
剛
寺
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
古
写
本
12
点
を
調
査
す
る
機

会
を
い
た
だ
き
、
約
２
ヶ
月
間
に
渡
っ
て
実
施
し

た
調
査
の
報
告
を
以
下
に
述
べ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
表
１
に
示
し
た
12
点
の
資

料（
１
）〜（
12
）の
分
析
を
行
っ
た
。
尚
、
資
料

（
４
）（
５
）（
６
）（
10
）に
は
記
年
が
残
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
前
期
の
書

写
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

本
調
査
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
に
よ
る
料
紙

の
表
面
観
察
、
蛍
光
X
線
分
析
装
置
に
よ
る
元

素
分
析
、
紙
厚
測
定
、
透
過
光
撮
影
と
周
波
数

解
析
に
よ
る
簀す

の
目
の
計
測
、
そ
し
て
赤
外
線
を

用
い
た
撮
影
を
行
っ
た
。
紙
面
の
都
合
上
全
て
の

分
析
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
出
来
な
い
が

主
な
結
果
を
以
下
に
述
べ
る
。

ま
ず
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
に
よ
る
料
紙
の
観
察

で
は
、
12
点
全
て
の
資
料
の
料
紙
が
楮

こ
う
ぞ
を
主
原

料
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
紙
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
さ
ら
に
、
資
料（
１
）（
２
）（
３
）（
４
）

（
５
）（
８
）（
12
）に
は
稲
藁
の
混
入
が
見
ら
れ

（
図
１
）、
資
料（
６
）（
７
）（
10
）（
11
）に
も
稲
藁

と
思
わ
れ
る
混
入
物
が
見
受
け
ら
れ
た
。
さ
ら

に
資
料（
２
）及
び（
12
）に
は
麦
藁
の
混
入
も
見

ら
れ
た（
図
２
）。
従
っ
て
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉

時
代
に
か
け
て
の
紙
造
り
に
は
主
原
料
と
し
て

の
楮
の
他
に
稲
藁
や
麦
藁
が
補
助
原
料
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
宝
積
経
巻
第
六
十
六（
資
料（
４
））に
は
墨

で
書
か
れ
た
文
字
跡
が
残
る
古
紙
の
断
片（
大

き
さ
は
１
㎝
程
度
）の
混
入
が
見
ら
れ（
図
３
の

中
央
部
分
）、
さ
ら
に
、
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察
に

お
い
て
も
料
紙
全
体
に
渡
っ
て
微
小
な
墨
跡
が
多

数
見
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
は
大
宝
積
経（
資
料

（
３
）（
４
））の
料
紙
が
宿
紙（
古
紙
を
原
料
と
し

て
漉す

き
返
し
た
紙
）で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い

る
。
宿
紙
は
薄
墨
色
を
し
て
お
り
、
一
見
し
て
再

生
紙
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
色
を
し
て
い
る
が
、

一
方
で
、
薄
墨
色
で
な
い
料
紙
か
ら
な
る
資
料

（
１
）（
２
）（
７
）（
８
）（
10
）（
11
）（
12
）に
も
微
小
な

墨
跡
が
見
受
け
ら
れ
た（
図
４
）。
す
な
わ
ち
、
宿

紙
以
外
の
料
紙
も
古
紙
を
補
助
原
料
と
し
て
使

用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
当
時
の
都
市
部
に
お
け
る
紙
の
大
量
消
費

に
起
因
す
る
製
紙
原
料
難
の
問
題
を
解
決
す
る

手
段
と
し
て
、
補
助
原
料
と
し
て
の
稲
藁
、
麦

藁
、
古
紙
の
使
用
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
紙
厚
と
簀
の
目
の
計
測
結
果
か
ら
得
ら

れ
た
知
見
に
つ
い
て
述
べ
る
。
各
資
料
ご
と
の
紙

厚
の
平
均
値
、
及
び
、
１
㎝
当
た
り
の
簀
の
目
の

平
均
本
数
を
表
１
に
示
す
。
但
し
、
紙
厚
の
デ
ー

タ
に
関
し
て
、
資
料
（
７
）（
８
）（
９
）（
11
）は

形
態
が
袋
綴
じ
で
あ
っ
た
り
、
状
態
の
悪
い
も

の
で
あ
っ
た
た
め
に
採
取
し
た
デ
ー
タ
に
偏
り

が
あ
り
、
表
中
の
こ
れ
ら
の
資
料
に
関
す
る（

）

で
囲
ま
れ
た
計
測
値
は
参
考
程
度
に
留
め
て
頂

き
た
い
。
資
料（
４
）（
７
）（
８
）は
薄
い
紙
が
使

わ
れ
て
お
り
、
特
に
資
料（
４
）は
地じ

合あ
い

の
良
い

紙
で
も
あ
っ
た
。
経
典
に
限
っ
て
は
、
そ
の
料
紙

の
厚
さ
が
０
・
１
２
㎜
程
度
の
も
の
が
多
く
使

用
さ
れ
て
い
た
。
次
に
簀
の
目
（
紙
を
漉
い
た

後
に
残
る
縞
状
の
模
様
）に
関
し
て
は
、
そ
の

本
数
が
１
㎝
当
た
り
４
〜
６
本
の
料
紙
が
多
く

見
ら
れ
た
。
簀
の
目
の
本
数
は
道
具（
簀
）に
依
存

し
た
値
で
あ
る
の
で
漉
き
手
に
よ
る
影
響
を
あ

ま
り
受
け
な
い
値
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
特
に
大
宝
積
経
の
２
点（
資
料（
３
）

（
４
））に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
。
こ
の
２
点
の
共

通
点
は
共
に
宿
紙
で
あ
り
、
表
面
の
色
も
ほ
ぼ

同
様
の
値
を
示
し
、
比
較
的
細
か
い
簀
の
目（
約

８
本
／
㎝
）が
計
測
さ
れ
、
蛍
光
X
線
分
析
に

よ
る
料
紙
の
元
素
分
析
の
結
果
に
つ
い
て
も
ほ
と

ん
ど
差
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
原
材
料
や
道

具（
簀
）に
起
因
す
る
計
測
値
に
は
顕
著
な
差
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
紙
の
裏
側（
文
字

の
書
か
れ
て
い
な
い
面
）に
多
く
の
填
料

て
ん
り
ょ
う
、
お
よ

び
、
縦
方
向
の
紙
繊
維
の
方
向
性
が
見
ら
れ
る

点
も
共
通
し
て
い
た
。
し
か
し
、
漉
き
手
の
技

量
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
や
す
い
紙
厚
の
値
と

地
合
に
関
し
て
は
顕
著
な
差
が
見
受
け
ら
れ
、

資
料（
４
）は
紙
が
薄
く（
平
均
０
・
０
７
㎜
）、

地
合
の
良
い
紙（
図
５
）で
あ
る
が
、
資
料（
３
）

は
地
合
の
悪
い
紙（
図
６
）で
あ
っ
た
。
ま
た
、

本
調
査
の
後
に
金
剛
寺
に
て
こ
の
２
点
以
外
の

異
な
る
巻
の
大
宝
積
経
を
10
点
程
調
査
す
る

機
会
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
簀
の
目
の

本
数
が
約
６
本
／
㎝
の
紙
や
簀
の
目
の
見
え
な

い
紙
が
見
ら
れ
、
大
宝
積
経
に
は
様
々
な
宿
紙

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
十
九（
資
料（
１
））

の
表
紙（
図
７
左
）に
つ
い
て
も
分
析
を
行
っ
た
。

こ
の
表
紙
は
装
飾
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
文
様
は

確
認
し
が
た
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず

蛍
光
X
線
分
析
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、

金
箔
、
銀
箔
、
雲
母
を
使
っ
て

装
飾
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
次
に
赤
外
線
撮

影
に
よ
り
酸
化
し
て
黒
ず
ん
だ

銀
箔
部
分
を
明
瞭
に
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た（
図
７

中
央
）。
こ
の
装
飾
に
は
金
箔
よ

り
銀
箔
が
多
く
使
わ
れ
、
雲
母

が
全
体
的
に
塗
ら
れ
て
い
た
様

で
あ
り
、
全
体
の
文
様
を
推
定

す
る
こ
と
が
出
来
た（
図
７
右
）。

今
回
は
12
点
の
資
料
を
調

査
し
た
が
、
中
世
の
紙
の
一
端

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
金
剛
寺
に
所
蔵
さ
れ

る
数
千
点
の
資
料
は
中
世
の
紙
の
博
物
館
の
様

相
を
呈
し
て
お
り
、
今
後
の
調
査
継
続
に
よ
っ
て

さ
ら
な
る
知
見
を
得
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。

【
附
記
】
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、
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査
の
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を
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下
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、
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岐
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御
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言
を
頂
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た
赤
尾
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先
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な
ら
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に
箕

浦
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に
感
謝
し
ま
す
。
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［図1］大宝積経巻第六十六の稲藁（200倍）

［図2］大般若波羅蜜多経巻第十七の麦藁　　
（800倍）

［図3］大宝積経巻第六十六の古紙断片

［図4］般舟三昧経巻下に残る墨の跡（500倍）

［図5］大宝積経巻第六十六（資料（4））の透過光撮影画像

［図6］大宝積経巻第五十七（資料（3））の透過光撮影画像

［図7］大般若波羅蜜多経巻第十九の表紙
（中央：赤外線撮影画像、右：推定復元結果）

 1 貞1-19a 大般若波羅蜜多経　巻第十九 － 0.12 4.8

 2 貞1-17b 大般若波羅蜜多経　巻第十七 － 0.12 6.1

 3 貞32-57 大宝積経　巻第五十七 － 0.11 7.7

 4 貞32-66 大宝積経　巻第六十六 建久九年（1198年） 0.07 8.3

 5 貞223-1 仏説観無量寿経 長寛三年（1165年） 0.12 4.6

 6 貞1067-3 阿毘達磨識身足論　巻第三 嘉禎三年（1237年） 0.12 5.2

 7 聖教6-31 佚名孝養説話集抄（仮題） － （0.08） 5.7

 8 聖教11-108 憂喜余の友（千代野物語） － （0.08） 6.0

 9 聖教28-45 念仏要文抄（仮題） － （0.12） 4.9

 10 聖教41-71 三宝感応要略録　巻上 仁平元年（1151年） 0.2 5.2

 11 聖教44-1 医心方 － （0.2） 4.6

 12 聖教50-41 般舟三昧経　巻下 － 0.13 5.8

番号 経典番号 題名 記年 紙厚
[mm]

簀の目
[本/cm]

【
執
筆
者
紹
介
】

［表1］調査した資料とその計測結果
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七
寺
所
蔵
唐
櫃
の
内
部
を
、
自
動
温
湿
度
記
録

計
を
用
い
て
測
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

結
果
、
外
気
の
相
対
湿
度
は
約
40
〜
90
％
の
変
動

が
見
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
唐
櫃
内
部
は

夏
季
を
通
し
て
相
対
湿
度
約
60
〜
65
％
と
安
定

し
た
環
境
を
保
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

（
そ
の
調
査
結
果
の
一
部
は
、『
日
本
文
化
財
科

学
会
第
25
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
集
』p.1

1
8

で
報
告
し
た
）。

こ
こ
で
、
紙
を
保
存
す
る
の
に
適
切
な
温
度

と
湿
度
に
関
す
る
近
年
の
研
究
動
向
と
見
解
の

変
遷
を
簡
潔
に
説
明
す
る
。
ア
レ
ニ
ウ
ス
の
定
理

に
し
た
が
う
と
、
温
度
の
上
昇
に
と
も
な
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
化
学
反
応
の
速
度
は
速
く
な
る
こ
と

か
ら
、
高
温
な
環
境
は
紙
の
化
学
的
劣
化
を
速

め
て
し
ま
う
と
言
え
る
。
ま
た
、
高
温
多
湿
な

環
境
は
、
害
虫
や
微
生
物
に
よ
る
被
害
を
誘
発

す
る
。
一
方
、
高
温
低
湿
な
環
境
は
、
紙
、
糊
な

ど
の
過
乾
燥
と
脆
弱
化
を
引
き
起
こ
す
と
い
う

点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

温
度
25
℃
、
相
対
湿
度
50
％
の
状
態
を
標
準

と
定
め
て
、
異
な
る
温
湿
度
条
件
に
お
け
る
紙
の

寿
命
を
測
定
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・D
・
ス
ミ
ス
氏
の

デ
ー
タ
で
は
、
低
温
低
湿
で
あ
る
ほ
ど
紙
の
寿
命

は
長
く
な
る
と
い
う
結
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
稲
葉
政
満
氏
は
湿
度
に
関
し
て
、
水
分
は

紙
の
中
で
潤
滑
油
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
い
う
側
面
か
ら
、
低
い
湿
度
が
必
ず
し
も
好

ま
し
く
は
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

紙
媒
体
を
保
存
す
る
た
め
の
温
湿
度
環
境
に

関
し
て
は
、
す
で
に
様
々
な
基
準
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
か
つ
て
、IF

L
A

（
国
際
国
立
図
書
館
連
盟
）

は
、
適
切
な
保
存
環
境
と
し
て
温
度
16
〜
21
℃
、

相
対
湿
度
40
〜
60
％
を
推
奨
し
て
い
た
。
ま
た
、

IS
O

（
国
際
標
準
化
機
構
）が
発
表
し
た『
図
書

館
・
文
書
館
の
保
管
条
件（IS

O：
IS

O
1

1
7

9
9

D
ocum

ent
storage

requirem
ents

for

archive
and

library
m

aterials,
2003

）』で

は
、「
紙
媒
体
で
最
高
位
の
保
存
環
境
を
求
め
る

場
合
、
温
度
は
一
日
の
振
幅
の
許
容
値
を
±

１
℃
と
し
て
、
最
低
温
度
２
℃
・
最
高
温
度
18
℃

と
し
て
お
り
相
対
湿
度
は
一
日
の
振
幅
の
許
容

度
を
±
３
％
と
し
て
最
低
30
％
・
最
高
45
％
」と

し
て
い
る
。
一
見
す
る
と
、IF

LA

の
基
準
に
対
し

てISO

の
規
格
は
、
推
奨
さ
れ
て
い
る
温
湿
度
の

変
動
幅
が
大
き
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、

七
寺
で
は
、
一
切
経
お
よ
び
唐
櫃
か
ら
び
つ

が
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る（﹇
図
２
﹈〜﹇
図
４
﹈の

七
寺
唐
櫃
の
実
測
図
は
、『
尾
張
史
料
　
七
寺
一

切
経
目
録
』七
寺
一
切
経
保
存
会（
１
９
６
８
）

か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
）。
今
回
は
、
こ
の
よ
う
な

唐
櫃
を
古
写
経
の
保
存
容
器
と
し
て
捉
え
る

視
点
か
ら
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
、
関
根
真
隆
氏

に
よ
る
と
、
日
本
で
み
ら
れ
る
櫃
類
に
は
、
櫃
、

明
櫃
、
折
櫃
、
倭
櫃
、
そ
の
ほ
か
小
櫃
、
細
櫃
、

六
角
・
八
角
櫃
な
ど
が
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
。
以
下
に
要
約
す
る
と
、『
正
倉
院
文
書
』

そ
の
他
奈
良
時
代
の
文
献
に
は
、「
辛
櫃
」お
よ

び「
韓
櫃
」と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
が
、
今
日「
唐

櫃
」と
し
て
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

唐
櫃
に
は
、
白
木
と
漆
塗
り
の
も
の
が
あ
る
が
、

経
典
・
文
書
類
を
収
め
た
唐
櫃
に
は
漆
塗
り
が

多
い
と
い
う
。

近
年
、
成
瀬
正
和
氏
に
よ
る
保
存
科
学
的
調

査
で
、
正
倉
院
所
蔵
唐
櫃
の
内
部
と
外
気
の
温

湿
度
を
比
較
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
唐
櫃
内
部
に

お
け
る
相
対
湿
度
の
変
動
が
抑
制
さ
れ
、
あ
る

程
度
の
調
湿
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
成
果

が
発
表
さ
れ
た
。
学
術
フ
ロ
ン
ティ
ア
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
折
に
、
筆
者
も

仮
に
冬
が
２
℃
で
夏
が
18
℃
と
考
え
た
場
合
、

そ
の
振
幅
を
一
日
±
１
℃
と
す
る
こ
と
で
、
急

激
な
変
化
を
避
け
た
穏
や
か
な
変
動
を
実
施
す

る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
同
様
に
、
利
用
の
多

い
紙
媒
体
資
料
の
場
合
、
や
は
り「
一
日
の
振
幅

の
許
容
値
は
温
度
±
１
℃
、
相
対
湿
度
±
３
％

と
し
て
、
最
低
温
度
14
℃
、
最
高
温
度
18
℃
、
相

対
湿
度
は
最
低
35
％
、
最
高
50
％
」を
推
奨
し

て
い
る
。
こ
う
し
て
、
よ
り
幅
広
い
地
域
に
適
用

し
う
る
値
が
設
定
さ
れ
た
よ
う
に
、
現
実
的
に

は
保
存
環
境
は
各
地
域
の
気
候
か
ら
大
き
な
影

響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。

IF
LA

も
ま
た
、「
こ
れ
ま
で
理
想
的
な

・・

・

・

・

温
度
と

湿
度
の
値
を
保
つ
た
め
に
多
く
の
試
み
が
行
わ

れ
て
き
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
特
に
大
幅
な

温
度
変
化
が
あ
る
地
域
に
お
い
て
、
莫
大
な
費

用
を
か
け
て
書
庫
内
の
年
間
温
度
を
一
定
に
保

つ
よ
う
な
方
法
は
現
実
的
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
」と
い
う
見
解
を
示
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
や
施
設
に
向
け

て
絶
対
的
な
理
想
環
境
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

地
域
条
件
、
所
蔵
資
料
、
主
た
る
劣
化
要
因
の

タ
イ
プ
に
合
わ
せ
た
理
想
的
環
境
を
柔
軟
に
考

え
て
い
く
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。
日
本
で
は
、

多
く
の
古
文
書
・
古
典
籍
を
現
在
ま
で
良
好
な

状
態
で
保
っ
て
き
た
冷
泉
家
文
庫

ふ
み
く
ら

な
ど
で
の
環

境
測
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
実
際
に

は
、
相
対
湿
度
が
70
％
を
越
え
る
こ
と
も
多
い

が
所
蔵
資
料
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
と
い

う
。
書
物
の
理
想
的
な「
保
存
環
境
」を
つ
く
る

こ
と
を
実
現
す
る
に
は
、
そ
の
国
あ
る
い
は
地
方

独
自
の
歴
史
的
背
景
や
気
候
風
土
を
色
濃
く
反

映
し
て
き
た「
保
管
環
境
」を
い
か
に
保
持
、
あ

る
い
は
改
善
す
べ
き
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
、
重

要
な
課
題
と
な
る
。

無
論
、
適
切
な
保
存
箱
に
入
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
文
書
の
劣
化
に
は
材
質
的
な
要
因
や
、

有
害
生
物
に
よ
る
被
害
な
ど
も
考
え
ら
れ
、
ま

た
我
々
を
取
り
巻
く
気
候
・
環
境
も
時
代
に
よ

り
変
化
し
て
い
る
と
い
う
他
に
も
、
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
が
数
多
く
あ
る
。
そ
の
た
め
、

放
っ
て
お
い
て
も
未
来
永
劫
、
文
書
が
保
た
れ
る

と
い
う
単
純
な
理
屈
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
文
書
保

存
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
先
人
た
ち
の

こ
う
い
っ
た
工
夫
を
み
れ
ば
、
文
物
を
後
世
に
遺

す
と
い
う
活
動
は
決
し
て
現
代
に
始
ま
っ
た
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
る
だ
ろ
う
。

【
参
考
文
献
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０
０
５
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フ
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ス
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の
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
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、
保
存
環
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調
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学
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大
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学
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）取
得
。

現
在
、
東
京
文
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究
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保
存
修
復
科
学
セ
ン
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ー
研

究
補
佐
員
。

先
人
に
よ
る
創
意
工
夫

古
写
経
と
唐
櫃

吉
川
也
志
保

【
執
筆
者
紹
介
】

［図1］七寺唐櫃

［図2］七寺唐櫃正面図

［図3］七寺唐櫃側面図

［図4］七寺唐櫃上面図
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湿
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い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

紙
媒
体
を
保
存
す
る
た
め
の
温
湿
度
環
境
に

関
し
て
は
、
す
で
に
様
々
な
基
準
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
か
つ
て
、IF

L
A

（
国
際
国
立
図
書
館
連
盟
）

は
、
適
切
な
保
存
環
境
と
し
て
温
度
16
〜
21
℃
、

相
対
湿
度
40
〜
60
％
を
推
奨
し
て
い
た
。
ま
た
、

IS
O

（
国
際
標
準
化
機
構
）が
発
表
し
た『
図
書

館
・
文
書
館
の
保
管
条
件（IS

O：
IS

O
1

1
7

9
9

D
ocum

ent
storage

requirem
ents

for

archive
and

library
m

aterials,
2003

）』で

は
、「
紙
媒
体
で
最
高
位
の
保
存
環
境
を
求
め
る

場
合
、
温
度
は
一
日
の
振
幅
の
許
容
値
を
±

１
℃
と
し
て
、
最
低
温
度
２
℃
・
最
高
温
度
18
℃

と
し
て
お
り
相
対
湿
度
は
一
日
の
振
幅
の
許
容

度
を
±
３
％
と
し
て
最
低
30
％
・
最
高
45
％
」と

し
て
い
る
。
一
見
す
る
と
、IF

LA

の
基
準
に
対
し

てISO

の
規
格
は
、
推
奨
さ
れ
て
い
る
温
湿
度
の

変
動
幅
が
大
き
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、

七
寺
で
は
、
一
切
経
お
よ
び
唐
櫃
か
ら
び
つ

が
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る（﹇
図
２
﹈〜﹇
図
４
﹈の

七
寺
唐
櫃
の
実
測
図
は
、『
尾
張
史
料
　
七
寺
一

切
経
目
録
』七
寺
一
切
経
保
存
会（
１
９
６
８
）

か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
）。
今
回
は
、
こ
の
よ
う
な

唐
櫃
を
古
写
経
の
保
存
容
器
と
し
て
捉
え
る

視
点
か
ら
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
、
関
根
真
隆
氏

に
よ
る
と
、
日
本
で
み
ら
れ
る
櫃
類
に
は
、
櫃
、

明
櫃
、
折
櫃
、
倭
櫃
、
そ
の
ほ
か
小
櫃
、
細
櫃
、

六
角
・
八
角
櫃
な
ど
が
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
。
以
下
に
要
約
す
る
と
、『
正
倉
院
文
書
』

そ
の
他
奈
良
時
代
の
文
献
に
は
、「
辛
櫃
」お
よ

び「
韓
櫃
」と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
が
、
今
日「
唐

櫃
」と
し
て
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

唐
櫃
に
は
、
白
木
と
漆
塗
り
の
も
の
が
あ
る
が
、

経
典
・
文
書
類
を
収
め
た
唐
櫃
に
は
漆
塗
り
が

多
い
と
い
う
。

近
年
、
成
瀬
正
和
氏
に
よ
る
保
存
科
学
的
調

査
で
、
正
倉
院
所
蔵
唐
櫃
の
内
部
と
外
気
の
温

湿
度
を
比
較
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
唐
櫃
内
部
に

お
け
る
相
対
湿
度
の
変
動
が
抑
制
さ
れ
、
あ
る

程
度
の
調
湿
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
成
果

が
発
表
さ
れ
た
。
学
術
フ
ロ
ン
ティ
ア
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
折
に
、
筆
者
も

仮
に
冬
が
２
℃
で
夏
が
18
℃
と
考
え
た
場
合
、

そ
の
振
幅
を
一
日
±
１
℃
と
す
る
こ
と
で
、
急

激
な
変
化
を
避
け
た
穏
や
か
な
変
動
を
実
施
す

る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
同
様
に
、
利
用
の
多

い
紙
媒
体
資
料
の
場
合
、
や
は
り「
一
日
の
振
幅

の
許
容
値
は
温
度
±
１
℃
、
相
対
湿
度
±
３
％

と
し
て
、
最
低
温
度
14
℃
、
最
高
温
度
18
℃
、
相

対
湿
度
は
最
低
35
％
、
最
高
50
％
」を
推
奨
し

て
い
る
。
こ
う
し
て
、
よ
り
幅
広
い
地
域
に
適
用

し
う
る
値
が
設
定
さ
れ
た
よ
う
に
、
現
実
的
に

は
保
存
環
境
は
各
地
域
の
気
候
か
ら
大
き
な
影

響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。

IF
LA

も
ま
た
、「
こ
れ
ま
で
理
想
的
な

・・

・

・

・

温
度
と

湿
度
の
値
を
保
つ
た
め
に
多
く
の
試
み
が
行
わ

れ
て
き
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
特
に
大
幅
な

温
度
変
化
が
あ
る
地
域
に
お
い
て
、
莫
大
な
費

用
を
か
け
て
書
庫
内
の
年
間
温
度
を
一
定
に
保

つ
よ
う
な
方
法
は
現
実
的
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
」と
い
う
見
解
を
示
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
や
施
設
に
向
け

て
絶
対
的
な
理
想
環
境
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

地
域
条
件
、
所
蔵
資
料
、
主
た
る
劣
化
要
因
の

タ
イ
プ
に
合
わ
せ
た
理
想
的
環
境
を
柔
軟
に
考

え
て
い
く
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。
日
本
で
は
、

多
く
の
古
文
書
・
古
典
籍
を
現
在
ま
で
良
好
な

状
態
で
保
っ
て
き
た
冷
泉
家
文
庫

ふ
み
く
ら

な
ど
で
の
環

境
測
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
実
際
に

は
、
相
対
湿
度
が
70
％
を
越
え
る
こ
と
も
多
い

が
所
蔵
資
料
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
と
い

う
。
書
物
の
理
想
的
な「
保
存
環
境
」を
つ
く
る

こ
と
を
実
現
す
る
に
は
、
そ
の
国
あ
る
い
は
地
方

独
自
の
歴
史
的
背
景
や
気
候
風
土
を
色
濃
く
反

映
し
て
き
た「
保
管
環
境
」を
い
か
に
保
持
、
あ

る
い
は
改
善
す
べ
き
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
、
重

要
な
課
題
と
な
る
。

無
論
、
適
切
な
保
存
箱
に
入
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
文
書
の
劣
化
に
は
材
質
的
な
要
因
や
、

有
害
生
物
に
よ
る
被
害
な
ど
も
考
え
ら
れ
、
ま

た
我
々
を
取
り
巻
く
気
候
・
環
境
も
時
代
に
よ

り
変
化
し
て
い
る
と
い
う
他
に
も
、
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
が
数
多
く
あ
る
。
そ
の
た
め
、

放
っ
て
お
い
て
も
未
来
永
劫
、
文
書
が
保
た
れ
る

と
い
う
単
純
な
理
屈
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
文
書
保

存
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
先
人
た
ち
の

こ
う
い
っ
た
工
夫
を
み
れ
ば
、
文
物
を
後
世
に
遺

す
と
い
う
活
動
は
決
し
て
現
代
に
始
ま
っ
た
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
る
だ
ろ
う
。

【
参
考
文
献
】

関
根
真
隆『
正
倉
院
へ
の
道
』「
第
四
　
正
倉
院
古
櫃
考
」

（
１
９
９
１
）

『
尾
張
史
料
　
七
寺
一
切
経
目
録
』
七
寺
一
切
経
保
存

会（
１
９
６
８
）pp.183

―227

成
瀬
正
和
「
正
倉
院
北
倉
の
温
湿
度
環
境
」『
文
化
財

保
存
修
復
学
会
誌
』第
46
号
所
収（
２
０
０
２
）pp.66

―75

R
ich

ard
D

.S
m

ith
,

N
on-aqueous

D
eacidification

of

Paper
and

Books,D
octralD

issertation,U
niversity

of
C

hicago,1970

稲
葉
政
満
『
図
書
館
・
文
書
館
の
環
境
管
理
』
日
本
図

書
館
協
会（
２
０
０
１
）pp.21

―22

E
dw

ard
P

.
A

dock,
IF

L
A

P
rinciples

for
the

C
are

and
H

andling
of

L
ibrary

M
ateriale,1998

吉
田
治
典
「
文
庫
の
保
存
環
境
・
実
測
と
予
測
」『
記
録

資
料
の
保
存
と
修
復
　
―
文
書
・
書
籍
を
未
来
に
残

す
―
』
所
収
、
ア
グ
ネ
技
術
セ
ン
タ
ー（
１
９
９
５
）

pp.66

―80

吉
川
也
志
保
「
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
保
存
環
境
調

査
か
ら
み
る
予
防
的
資
料
保
存
の
実
践
」『
日
仏
図
書

館
情
報
学
会
誌
』第
31
号
所
収（
２
０
０
５
）pp.50

―69

吉
川
　
也
志
保（
き
っ
か
わ
　
や
し
ほ
）

東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
学
芸
大
学
文
化
財
科
学
科
卒
業
。

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
保
存
部
で
の
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
を
経

て
、
保
存
環
境
調
査
法
な
ど
を
学
ぶ
。
一
橋
大
学
大
学
院

に
て
博
士
号（
学
術
）取
得
。

現
在
、
東
京
文
化
財
研
究
所
保
存
修
復
科
学
セ
ン
タ
ー
研

究
補
佐
員
。

先
人
に
よ
る
創
意
工
夫

古
写
経
と
唐
櫃

吉
川
也
志
保

【
執
筆
者
紹
介
】

［図1］七寺唐櫃

［図2］七寺唐櫃正面図

［図3］七寺唐櫃側面図

［図4］七寺唐櫃上面図



8 いとくら　

古
い
形
を
残
す
日
本
古
写
経
本

本
文
を
見
て
み
る
と
、
高
麗
版
で
は
全
て
の
説
話
が「
如
是
我

聞
」で
始
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
宋
元
明
版
で
は
、６
話
が「
如

是
我
聞
」で
な
い
文
で
始
ま
っ
て
い
る
。
日
本
古
写
経
本
で
は
、
宋

元
明
版
の
６
話
に
加
え
て
、
更
に
も
う
１
話
で
も「
如
是
我
聞
」

で
な
い
文
で
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
関
し
て
は
チ
ベッ
ト
訳
も
同

様
で
あ
る
。
し
か
し
、「
如
是
我
聞
」で
始
ま
っ
て
い
な
い
と
し
て

も
、
話
の
構
成
や
内
容
が
奇
妙
な
わ
け
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
高

麗
版
も
し
く
は
そ
の
祖
本
は
、
冒
頭
に「
如
是
我
聞
」な
ど
を
付

加
し
て
編
集
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
全
て
の
説
話

の
冒
頭
を「
如
是
我
聞
」で
統
一
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

妻
木
直
良
氏
は
、
高
麗
版
と
宋
元
明
版
を
比
較
し
て
、「
如
是

我
聞
」な
ど
を
付
加
し
て
い
な
い
も
の
が
古
い
形
で
あ
る
と
既
に

指
摘
し
て
い
る
が
、
日
本
古
写
経
本
や
チ
ベッ
ト
訳
は
、
そ
れ
ら
よ

り
更
に
古
い
形
を
保
持
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

日
本
古
写
経
本
の
流
伝

『
一
切
経
音
義
』
使
用
本
と
日
本
古
写
経
本
の
関
連
に
話

を
戻
そ
う
。
玄
応
（
７
世
紀
頃
）は
長
安
の
大
慈
恩
寺
に
居

り
、
慧
琳（
７
３
７
〜
８
２
０
）も
音
義
を
撰
述
し
て
長
安
の

西
明
寺
で
没
し
、
そ
の
音
義
は
西
明
寺
に
保
管
さ
れ
た
と
さ

れ
る
。
ま
た
、
奈
良
時
代
の
僧
で
あ
る
玄

（
？
〜
７
４
６
）

は
、
７
１
７
年
に
唐
へ
渡
っ
て
長
安
に
至
り
、
一
切
経
を
得
て

７
３
５
年
に
日
本
に
帰
国
し
た
。
お
そ
ら
く
、
玄

が
も
た

ら
し
た
一
切
経
中
の『
賢
愚
経
』の
転
写
本
が
、
興
聖
寺
な
ど

に
残
る
日
本
古
写
経
本
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
日
本
に
伝
来

し
た
当
時
の
形
の
ま
ま
で
本
文
を
変
え
る
こ
と
な
く
書
写
さ

れ
続
け
た
た
め
、
古
い
形
を
保
持
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
か
ら
、
日
本
古
写
経
本
と『
一
切
経
音
義
』使
用
本
は
、

と
も
に「
７
、
８
世
紀
頃
の
長
安
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
た

ど
り
着
く
。
２
本
と
も
当
時
の
長
安
付
近
に
伝
播
し
て
い
た

テ
キ
ス
ト
を
底
本
と
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

ホ
ー
タ
ン
で
説
か
れ
た
物
語
が
、
ト
ル
フ
ァ
ン
で
一
つ
の
書
物

と
な
り
、
涼
州
へ
も
た
ら
さ
れ
、
そ
し
て
長
安
に
伝
播
し
た
。

そ
の『
賢
愚
経
』が
、
奈
良
時
代
の
日
本
に
伝
わ
り
、
後
に
転

写
さ
れ
て
い
っ
た
。
各
地
の
平
安
写
経
を
読
み
返
す
と
、
本
文

に
は
高
麗
版
な
ど
の
諸
本
よ
り
も
古
い
形
が
残
っ
て
お
り
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
た
ど
り
伝
来
し
て
き
た
西
域
の
香
り
が
今

も
そ
こ
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

福
井
利
吉
郎
「
東
大
寺
本
賢
愚
経
の
研
究
」（『
藝
文
』
３
巻
11
・
12
号
、

１
９
１
２
年
、『
福
井
利
吉
郎
美
術
史
論
集
　
上
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、

１
９
９
８
年
）に
再
録
）

石
山
寺
文
化
財
総
合
調
査
団
編
『
石
山
寺
の
研
究
―
一
切
経
篇
―
』（
法
蔵

館
、
１
９
７
８
年
）

興
津
香
織
「
日
本
伝
来
『
賢
愚
経
』の
復
元
的
研
究
」（『
仙
石
山
論
集
』３
、

２
０
０
６
年
９
月
）

妻
木
直
良
「
敦
煌
石
室
五
種
仏
典
の
解
説
」（『
東
洋
学
報
』
１
―
３
、

１
９
１
１
年
10
月
）

三
宅
徹
誠
「『
賢
愚
經
』
諸
本
比
較
研
究
―
敦
煌
本
と
日
本
古
寫
經
本
を

中
心
に
―
」（（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会

編
『
仏
教
文
献
と
文
学
　
日
台
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
記
録
２
０
０
７
』、

２
０
０
８
年
）

（
本
学
附
置
国
際
仏
教
学
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
）

説
話
の
順
序
が
あ
る
程
度
解
明
で
き
る
。
検
討
の
結
果
、
玄
応
と
慧
琳

の
音
義
に
用
い
ら
れ
た『
賢
愚
経
』は
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
り
、
全
16
巻
69

話
で
あ
る
と
推
測
で
き
た
。
紙
面
の
都
合
上
詳
細
に
説
明
で
き
な
い
が
、

日
本
古
写
経
の
説
話
の
順
序
は『
一
切
経
音
義
』使
用
本
と
近
い
と
思
わ

れ
る
。
２
本
は
、
巻
九
ま
で
お
そ
ら
く
同
じ
説
話
順
で
あ
り
、
巻
十
二
・

巻
十
五
の
調
巻
及
び
説
話
順
も
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
日

本
古
写
経
本
巻
十
四
は『
一
切
経
音
義
』使
用
本
の
巻
十
三
に
対
応
す
る

と
推
測
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
日
本
古
写
経
本
は
、
諸
本
と
比
べ
て
系
統
的
に

『
一
切
経
音
義
』使
用
本
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

金剛寺蔵『賢愚経』巻第五巻首　　冒頭に見える「沙弥守戒自殺品」は高麗版では第23話（巻第五）、宋元明版　では第19話（巻第四）
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れ
ば
、
本
経
の
成
立
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
８
人
の

僧
侶
が
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ホ
ー
タ
ン
で
行
わ
れ
た
法
会
で
各
々

話
を
聞
き
、
漢
訳
し
て
書
き
写
し
、
ト
ル
フ
ァ
ン
で
そ
れ
ら
を

一
つ
に
ま
と
め
て
成
立
し
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
が
涼
州
に
伝
来

し
た
時
、
既
に
説
話
を
ま
と
め
た
経
典
が
多
数
あ
っ
た
の
で
、

釈
慧

が
そ
れ
を『
賢
愚
経
』と
い
う
名
に
し
た
と
い
う
。
５
世

紀
中
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

『
賢
愚
経
』諸
本
の
概
要

『
賢
愚
経
』は
説
話
集
で
あ
る
が
、
諸
本
に
よ
っ
て
そ
の
収
録

さ
れ
た
説
話
の
数
と
説
話
の
順
序
、
そ
し
て
巻
数
が
異
な
っ
て

い
る
。
高
麗
版
13
巻
62
話
、
金
版
13
巻
65
話
、
契
丹
版
・
宋（
思

渓
）版
・
磧
砂
版
・
元（
普
寧
）版
・
明（
嘉
興
）版
は
13
巻
69
話

で
あ
ろ
う
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
概
ね
12
巻
51
話
で
あ
る
。

日
本
古
写
経
本『
賢
愚
経
』

本
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
興
聖
寺（
京
都
市
）・
七
寺

（
名
古
屋
市
）・
金
剛
寺（
河
内
長
野
市
）・
西
方
寺（
大
和
郡
山

市
）所
蔵
の『
賢
愚
経
』写
本
を
調
査
し
た
。
興
聖
寺
本
以
外

に
は
欠
巻
が
あ
る
も
の
の
、
す
べ
て
同
じ
巻
数
・
説
話
数
・
説

話
順
で
、
全
17
巻
69
話
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
に
、
内
容
が
一
部
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
日
本
古
写

経
本『
賢
愚
経
』に
は
、
東
大
寺
本
と
石
山
寺
本
が
あ
る
。

東
大
寺
本
と
は「
大
聖
武

お
お
じ
ょ
う
む

」の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
奈
良
朝

写
経
で
あ
る
。
断
簡
の
状
態
で
各
機
関
や
収
蔵
家
の
も
と
に

散
存
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
の

は
困
難
で
あ
る
。
か
つ
て
、
福
井
利
吉
郎
氏
が
そ
の
断
簡
の

多
く
を
調
査
し
研
究
さ
れ
た
。
福
井
氏
は
、
東
大
寺
本
は
16

巻
本
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
本
学
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
の
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
日
本
古
写
経
本
と

比
較
す
る
と
、
説
話
の
順
序
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
興
津
香
織

氏
に
よ
れ
ば
、
16
巻
本
と
い
う
の
は
憶
測
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
17
巻
本
の
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

石
山
寺
本
に
つ
い
て
は
、
石
山
寺
文
化
財
総
合
調
査
団
編

『
石
山
寺
の
研
究
―
一
切
経
篇
―
』に
調
査
結
果
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
全
17
巻
で
、
各
巻
頭
の
説
話
は
、

調
査
済
み
の
日
本
古
写
経
本
と
す
べ
て
同
じ
話
、
同
じ
順
番

で
あ
っ
た
。

日
本
古
写
経
本
で
は
な
い
が
、
も
う
一
つ
着
目
す
べ
き
も

の
が
あ
る
。
玄
応（
７
世
紀
頃
）と
慧
琳（
７
３
７
〜
８
２
０
）

が
そ
れ
ぞ
れ『
一
切
経
音
義
』
を
撰
述
し
た
際
に
用
い
た『
賢

愚
経
』で
あ
る
。『
一
切
経
音
義
』は
、
仏
典
中
に
出
て
く
る
語

句
の
音
と
意
味
を
掲
載
し
た
辞
書
で
あ
る
。
経
典
ご
と
・
巻

ご
と
に
分
け
ら
れ
て
語
句
が
掲
載
し
て
あ
る
の
で
、
そ
の
語

句
が
そ
の
経
典
の
第
何
巻
に
あ
る
か
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、

見
出
し
に
採
ら
れ
た
語
句
を
含
む
説
話
を
収
め
る
巻
と
そ
の

古
写
経
紹
介
・
そ
の
四

古
写
経
紹
介
・
そ
の
四

『
賢
愚
経
』は
、
仏
の
前
世
に
ま
つ
わ
る
話
な
ど
を
集
め
た
説
話
集
で
あ

る
。
有
名
な
話
で
は
、
あ
る
貧
し
い
女
性
が
仏
陀
の
た
め
に
油
を
買
っ
て

捧
げ
た
灯
明
が
風
が
吹
い
て
も
消
え
な
か
っ
た
と
い
う「
貧
女
の
一
灯
」、

法
隆
寺
の
玉
虫
厨
子
に
描
か
れ
た「
捨
身
飼
虎
」の
物
語（『
金
光
明
経
』

に
も
説
か
れ
る
）な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
出
三
蔵
記
集
』巻
九
に
よ

西
域
を
伝
わ
っ
て
き
た
跡
が
垣
間
見
え
る

日
本
古
写
経
本『
賢
愚
経
』と
そ
の
伝
来
　
　
　
　
　

三
宅
　
徹
誠



分
の
平
安
古
写
経
を
そ
の
入
蔵
録
の
配
列
に

従
っ
て
並
べ
る
と
、
二
番
か
ら
一
一
七
五
番
ま

で
万
遍
な
く
分
布
し
ま
す
。
ま
た
、
奥
書
が
あ

る
六
点
に
つ
い
て
は
、
年
代
順
に
並
ぶ
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
現
存
す
る
点
数
は
少
な
い
の
で

す
が
、
元
は
一
切
経
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
奥
書
か
ら
、
こ
の
一
切
経
書

写
事
業
は
、
治
承
三
年（
一
一
七
九
）頃
ま
で
の

約
七
年
間
に
わ
た
っ
て
、
遠
江
国（
今
の
静
岡
県

西
部
）の
武
士
で
あ
る
源
遠
平
と
そ
の
妻
を
願

主
と
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

地
方
で
の
一
切
経
書
写
事
業
を
伝
え
る
古

写
経
と
し
て
は
、
名
古
屋
市
の
七
寺
に
伝
わ
る

一
切
経
が
有
名
で
、
四
九
五
四
巻
が
現
存
し

て
い
ま
す
。
七
寺
一
切
経
の
書
写
事
業
は
尾
張

国
の
武
士
で
あ
る
大
中
臣
安
長
夫
妻
の
発
願

に
よ
る
も
の
で
、
書
写
の
時
期
も
含
め
て
徳
運

寺
の
源
遠
平
夫
妻
発
願
一
切
経
と
多
く
の
共

通
点
が
あ
り
ま
す
。

平
安
古
写
経
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
調
査
で

興
味
深
い
事
実
が
判
明
し
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
、
十
五
点
の
古
写
経
の
裏
に
、
表
と
は
別
の

古
写
経
の
墨
影
が
写
っ
て
い
る
の
で
す
。
存
欠

や
濃
淡
に
差
が
あ
っ
て
多
く
は
判
読
し
に
く
い

も
の
の
、表
と
同
じ
頃
の
筆
跡
の
よ
う
で
し
た
。

そ
こ
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
仏
典
の
語
句
が
検
索
で

き
る
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
電
子
仏
典
と
い
う
ソ
フ
ト
を

活
用
し
て
、
墨
影
の
文
字
を
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
十
種
の
仏
典
名
称
が
判
明
し
ま
し

た
が
、い
ず
れ
も
徳
運
寺
に
現
存
す
る
古
写
経

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
現
在
よ
り
多
く
の
古
写
経
が
一
括
し
て

保
管
さ
れ
て
い
た
際
に
、
何
ら
か
の
理
由
で
裏

写
り
し
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
は
本
平
安

古
写
経
が
一
切
経
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
の
傍

証
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
裏
打
ち
紙
の
上
に
も

一
部
墨
影
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
写
後
相
当

の
時
を
経
て
裏
写
り
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
確
か

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
伝
来
の
経
緯
も
含
め
て
、

徳
運
寺
平
安
古
写
経
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
謎

を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。

次
に
、
室
町
末
期
の
古
写
経
が
最
も
多
く
、

六
十
三
巻
分
二
十
四
種
あ
り
ま
す
。
折
本
装

で
、
縦
が
約
二
七
・
五
㎝
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
天
文
九
年（
一
五
四
〇
）頃

か
ら
約
四
年
間
に
、
方
広
寺
の
二
大
門
派
で

あ
る
東
隠
派
と
臥
雲
派
の
禅
僧
た
ち
に
よ
っ
て

書
写
さ
れ
た
も
の
で
す
。
完
遂
し
た
か
ど
う

か
は
不
明
な
が
ら
、
書
写
に
一
定
の
傾
向
が

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
方
広
寺
に
一
切
経
を

備
え
る
目
的
に
よ
る
事
業
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
書
写
の
底
本
は
、
南
宋
時
代
に
中
国

の
福
州
で
刊
行
さ
れ
た
版
本
ま
た
は
そ
の
系

譜
を
引
く
写
本
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

最
後
に
、『
大
方
広
仏
華
厳
経
』『
大
般
涅
槃

経
』
な
ど
二
十
七
巻
分
四
種
は
、
折
本
装
で
、

縦
が
二
八
・
五
㎝
前
後
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
室
町
時
代
に
桃
園
妙
仙
禅
尼

と
い
う
在
家
尼
の
追
善
の
た
め
に
書
写
さ
れ

た
五
部
大
乗
経
の
一
部
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

五
部
大
乗
経
は
大
乗
の
教
法
を
説
く
代
表
的

な
五
部
の
経
典
と
し
て
、
平
安
後
期
よ
り
天

台
宗
を
中
心
に
盛
ん
に
書
写
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
珍
し
い
も
の
と
し
て
、
南
宋
時
代

の
中
国
湖
州
で
刊
行
さ
れ
た
版
本
大
蔵
経（
思

渓
版
）の
断
簡
七
紙
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

『
仏
説
持
明
蔵
瑜
伽
大
教
尊
那
菩
薩
大
明
成
就

儀
軌
経
』
巻
一
で
、
末
尾
の
一
葉
に「
甲
州
加

賀
美
法
善
寺
蔵
経
」の
印
記
が
あ
り
、
以
前
は

法
善
寺（
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
）に
伝
来
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
古
写
経
・
古
版
経
は
発
見

後
、
文
化
財
指
定
分
を
中
心
に
保
存
処
置
が

加
え
ら
れ
、
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。
我
々
が
充
実
し
た
調
査
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
の
も
、
徳
運
寺
お
よ
び
檀
家
の
皆
様

の
尽
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

【
参
考
文
献
】

鳳
来
町
教
育
委
員
会
編『
鳳
来
町
誌
　
歴
史
編
』（
鳳
来
町
、

一
九
九
四
年
）

（
大
塚
紀
弘
）
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徳運寺蔵『海龍王経』巻第四巻尾　奥書に「願主遠江国筑前権守源朝臣遠平」とある。

天
龍
山
徳
運
寺
は
、
臨
済
宗
方
広
寺
派
の

寺
院
で
、
愛
知
県
新
城

し
ん
し
ろ

市し

の
名
越
と
い
う
山
間

の
小
さ
な
集
落
に
あ
り
ま
す
。
南
に
面
す
る

本
堂
の
須
弥
壇
に
は
、
本
尊
の
聖
観
音
菩
薩

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
方
に
そ
び
え
る
標
高

六
八
四
ｍ
の
鳳
来
寺
山
を
始
め
と
し
て
、
緑

豊
か
な
山
林
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
環
境
で
、

寺
の
裏
手
に
は
、
東
西
に
清
流
の
板
敷
川

（
宇
連

う

れ

川が
わ

）が
深
い
渓
谷
を
形
作
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
中
期
ま
で
の
徳
運
寺
の
歴
史
に
つ
い
て

は
、
同
寺
所
蔵
の『
徳
運
寺
過
去
帳
』か
ら
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
戦
国
時

代
に
徳
運
寺
を
開
い
た
の
は
、
禅
僧
の「
偃
渓

月
和
尚
」（
〜
一
五
九
一
）で
し
た
。
遠
江
国
奥

山（
現
在
の
静
岡
県
浜
松
市
引
佐
区
奥
山
）の

方
広
寺
に
は
、
有
力
な
門
派
が
四
つ
あ
り
、
和

尚
は
そ
の
う
ち
方
広
寺
第
四
世
の
在
徳
建
穎
け
ん
え
い

（
一
三
五
六
〜
一
四
〇
九
）が
開
い
た
塔
頭
三

生
院
の
門
派（
三
生
派
）に
属
し
て
い
ま
し
た
。

渓
月
の
没
後
は
、門
弟
の
三
叟
和
尚（
〜
一
六
〇
九
）

が
二
世
と
な
り
ま
し
た
。

五
世
の
玄
的
和
尚
が
没
し

た
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）

の
頃
に
は
当
初
の
建
物
が
傷
ん

で
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
檀
越
の
招

き
で
六
世
と
な
っ
た
拈
室
全
提

（
〜
一
六
九
九
）が
復
興
に
乗

り
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

神
谷
八
兵
衛
の
支
援
を
受

け
、
同
十
年
に
堂
宇
の
再
建

を
果
た
し
ま
し
た
。
全
提
は

そ
の
次
第
を『
当
山
略
由
序
』

に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

開
山
の「
偃
渓
月
和
尚
」に

つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
諱

（
実
名
）が
確
定
で
き
ま
せ
ん
。

禅
僧
は
中
国
の
慣
習
に
倣
っ

て
、
出
家
し
た
時
に
名
乗
る

諱
の
他
に
道
号
を
持
つ
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
諱
の
上
に
道
号
が
冠

さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
有
名
な
一
休
さ
ん
の

「
一
休
」は
道
号
で
、
実
名
は「
宗
純
」で
す
か

ら
、
一
休
宗
純
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
禅
僧
は

実
名
の
上
の
一
字
を
略
し
て
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
開
山
の
道
号

が
「
渓
月
」
だ
と
す
る
と
、
実
名
は
□
偃
（
上

の
一
字
は
不
明
）と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
地
元
に
は
、
永
禄
三
年（
一
五
六
〇
）に

釣
月
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
渓
月
に
よ
っ
て
創
建

さ
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
そ
う
で
す
。

釣
月
寺
は
新
城
市
副
川
に
あ
る
方
広
寺
派
の

寺
院
で
、
応
永
元
年（
一
三
九
四
）に
在
徳
建

穎
が
開
い
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

徳
運
寺
に
は
縦
二
ｍ
余
り
の
色
鮮
や
か
な

涅
槃
図
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
画
は
、

宝
永
三
年（
一
七
〇
六
）に
八
世
の
円
応
恵
教

が
、
前
年
に
亡
く
な
っ
た
先
代
の
沢
道
和
尚
の
菩

提
を
弔
う
た
め
に
、
堀
八
左
衛
門
親
正
と
い
う

絵
師
に
描
い
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、
毎
年
涅
槃

会
の
時
に
本
堂
に
掛
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
本

堂
奥
の
脇
檀
に
は
、
小
像
な
が
ら
端
正
な
お

姿
の
薬
師
如
来
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

坐
像
は
、
以
前
は
寺
の
近
く
に
あ
っ
た
薬
師
堂

に
祀
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
度
、
本
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、

徳
運
寺
所
蔵
の
古
写
経
及
び
古
版
経
百
三
十

点
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
平
安
末
期
か
ら
室
町
後
期
ま
で
の
五
十
五

点
は
新
城
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
古
写
経
は
、
昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）

に
本
堂
の
奥
か
ら
木
箱
に
入
れ
ら
れ
た
状
態

で
発
見
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
今
回
、
奥
書
、
体
裁

等
を
分
析
し
た
結
果
、
次
の
三
つ
の
古
写
経
群

が
含
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
平
安
末
期
の
古
写

経
で
、
二
十
六
巻
分
二
十
四
種
が
見
出
さ
れ

ま
す
。
縦
二
五
〜
二
六
㎝
で
、
現
在
は
折
本
装

で
す
が
、
一
部
に
残
る
痕
跡
か
ら
、
か
つ
て
は

巻
子
装
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
ま
す
。
一
切
経
書

写
の
目
録
と
想
定
さ
れ
る
中
国
唐
代
成
立
の

『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』の
入
蔵
録
に
は
一
二
〇
六

種
の
仏
典
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
十
六
巻

徳
運
寺
一
切
経

寺
院
紹
介

山
間
に
息
づ
く
一
切
経
の
歴
史

徳
運
寺

徳運寺・石碑と本堂（奥）



分
の
平
安
古
写
経
を
そ
の
入
蔵
録
の
配
列
に

従
っ
て
並
べ
る
と
、
二
番
か
ら
一
一
七
五
番
ま

で
万
遍
な
く
分
布
し
ま
す
。
ま
た
、
奥
書
が
あ

る
六
点
に
つ
い
て
は
、
年
代
順
に
並
ぶ
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
現
存
す
る
点
数
は
少
な
い
の
で

す
が
、
元
は
一
切
経
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
奥
書
か
ら
、
こ
の
一
切
経
書

写
事
業
は
、
治
承
三
年（
一
一
七
九
）頃
ま
で
の

約
七
年
間
に
わ
た
っ
て
、
遠
江
国（
今
の
静
岡
県

西
部
）の
武
士
で
あ
る
源
遠
平
と
そ
の
妻
を
願

主
と
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

地
方
で
の
一
切
経
書
写
事
業
を
伝
え
る
古

写
経
と
し
て
は
、
名
古
屋
市
の
七
寺
に
伝
わ
る

一
切
経
が
有
名
で
、
四
九
五
四
巻
が
現
存
し

て
い
ま
す
。
七
寺
一
切
経
の
書
写
事
業
は
尾
張

国
の
武
士
で
あ
る
大
中
臣
安
長
夫
妻
の
発
願

に
よ
る
も
の
で
、
書
写
の
時
期
も
含
め
て
徳
運

寺
の
源
遠
平
夫
妻
発
願
一
切
経
と
多
く
の
共

通
点
が
あ
り
ま
す
。

平
安
古
写
経
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
調
査
で

興
味
深
い
事
実
が
判
明
し
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
、
十
五
点
の
古
写
経
の
裏
に
、
表
と
は
別
の

古
写
経
の
墨
影
が
写
っ
て
い
る
の
で
す
。
存
欠

や
濃
淡
に
差
が
あ
っ
て
多
く
は
判
読
し
に
く
い

も
の
の
、表
と
同
じ
頃
の
筆
跡
の
よ
う
で
し
た
。

そ
こ
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
仏
典
の
語
句
が
検
索
で

き
る
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
電
子
仏
典
と
い
う
ソ
フ
ト
を

活
用
し
て
、
墨
影
の
文
字
を
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
十
種
の
仏
典
名
称
が
判
明
し
ま
し

た
が
、い
ず
れ
も
徳
運
寺
に
現
存
す
る
古
写
経

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
現
在
よ
り
多
く
の
古
写
経
が
一
括
し
て

保
管
さ
れ
て
い
た
際
に
、
何
ら
か
の
理
由
で
裏

写
り
し
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
は
本
平
安

古
写
経
が
一
切
経
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
の
傍

証
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
裏
打
ち
紙
の
上
に
も

一
部
墨
影
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
写
後
相
当

の
時
を
経
て
裏
写
り
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
確
か

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
伝
来
の
経
緯
も
含
め
て
、

徳
運
寺
平
安
古
写
経
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
謎

を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。

次
に
、
室
町
末
期
の
古
写
経
が
最
も
多
く
、

六
十
三
巻
分
二
十
四
種
あ
り
ま
す
。
折
本
装

で
、
縦
が
約
二
七
・
五
㎝
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
天
文
九
年（
一
五
四
〇
）頃

か
ら
約
四
年
間
に
、
方
広
寺
の
二
大
門
派
で

あ
る
東
隠
派
と
臥
雲
派
の
禅
僧
た
ち
に
よ
っ
て

書
写
さ
れ
た
も
の
で
す
。
完
遂
し
た
か
ど
う

か
は
不
明
な
が
ら
、
書
写
に
一
定
の
傾
向
が

見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
方
広
寺
に
一
切
経
を

備
え
る
目
的
に
よ
る
事
業
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
書
写
の
底
本
は
、
南
宋
時
代
に
中
国

の
福
州
で
刊
行
さ
れ
た
版
本
ま
た
は
そ
の
系

譜
を
引
く
写
本
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

最
後
に
、『
大
方
広
仏
華
厳
経
』『
大
般
涅
槃

経
』
な
ど
二
十
七
巻
分
四
種
は
、
折
本
装
で
、

縦
が
二
八
・
五
㎝
前
後
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
室
町
時
代
に
桃
園
妙
仙
禅
尼

と
い
う
在
家
尼
の
追
善
の
た
め
に
書
写
さ
れ

た
五
部
大
乗
経
の
一
部
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

五
部
大
乗
経
は
大
乗
の
教
法
を
説
く
代
表
的

な
五
部
の
経
典
と
し
て
、
平
安
後
期
よ
り
天

台
宗
を
中
心
に
盛
ん
に
書
写
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
珍
し
い
も
の
と
し
て
、
南
宋
時
代

の
中
国
湖
州
で
刊
行
さ
れ
た
版
本
大
蔵
経（
思

渓
版
）の
断
簡
七
紙
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

『
仏
説
持
明
蔵
瑜
伽
大
教
尊
那
菩
薩
大
明
成
就

儀
軌
経
』
巻
一
で
、
末
尾
の
一
葉
に「
甲
州
加

賀
美
法
善
寺
蔵
経
」の
印
記
が
あ
り
、
以
前
は

法
善
寺（
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
）に
伝
来
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
古
写
経
・
古
版
経
は
発
見

後
、
文
化
財
指
定
分
を
中
心
に
保
存
処
置
が

加
え
ら
れ
、
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。
我
々
が
充
実
し
た
調
査
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
の
も
、
徳
運
寺
お
よ
び
檀
家
の
皆
様

の
尽
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

【
参
考
文
献
】

鳳
来
町
教
育
委
員
会
編『
鳳
来
町
誌
　
歴
史
編
』（
鳳
来
町
、

一
九
九
四
年
）

（
大
塚
紀
弘
）
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天
龍
山
徳
運
寺
は
、
臨
済
宗
方
広
寺
派
の

寺
院
で
、
愛
知
県
新
城

し
ん
し
ろ

市し

の
名
越
と
い
う
山
間

の
小
さ
な
集
落
に
あ
り
ま
す
。
南
に
面
す
る

本
堂
の
須
弥
壇
に
は
、
本
尊
の
聖
観
音
菩
薩

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
方
に
そ
び
え
る
標
高

六
八
四
ｍ
の
鳳
来
寺
山
を
始
め
と
し
て
、
緑

豊
か
な
山
林
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
環
境
で
、

寺
の
裏
手
に
は
、
東
西
に
清
流
の
板
敷
川

（
宇
連
う

れ

川が
わ

）が
深
い
渓
谷
を
形
作
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
中
期
ま
で
の
徳
運
寺
の
歴
史
に
つ
い
て

は
、
同
寺
所
蔵
の『
徳
運
寺
過
去
帳
』か
ら
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
戦
国
時

代
に
徳
運
寺
を
開
い
た
の
は
、
禅
僧
の「
偃
渓

月
和
尚
」（
〜
一
五
九
一
）で
し
た
。
遠
江
国
奥

山（
現
在
の
静
岡
県
浜
松
市
引
佐
区
奥
山
）の

方
広
寺
に
は
、
有
力
な
門
派
が
四
つ
あ
り
、
和

尚
は
そ
の
う
ち
方
広
寺
第
四
世
の
在
徳
建
穎
け
ん
え
い

（
一
三
五
六
〜
一
四
〇
九
）が
開
い
た
塔
頭
三

生
院
の
門
派（
三
生
派
）に
属
し
て
い
ま
し
た
。

渓
月
の
没
後
は
、門
弟
の
三
叟
和
尚（
〜
一
六
〇
九
）

が
二
世
と
な
り
ま
し
た
。

五
世
の
玄
的
和
尚
が
没
し

た
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）

の
頃
に
は
当
初
の
建
物
が
傷
ん

で
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
檀
越
の
招

き
で
六
世
と
な
っ
た
拈
室
全
提

（
〜
一
六
九
九
）が
復
興
に
乗

り
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

神
谷
八
兵
衛
の
支
援
を
受

け
、
同
十
年
に
堂
宇
の
再
建

を
果
た
し
ま
し
た
。
全
提
は

そ
の
次
第
を『
当
山
略
由
序
』

に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

開
山
の「
偃
渓
月
和
尚
」に

つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
諱

（
実
名
）が
確
定
で
き
ま
せ
ん
。

禅
僧
は
中
国
の
慣
習
に
倣
っ

て
、
出
家
し
た
時
に
名
乗
る

諱
の
他
に
道
号
を
持
つ
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
諱
の
上
に
道
号
が
冠

さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
有
名
な
一
休
さ
ん
の

「
一
休
」は
道
号
で
、
実
名
は「
宗
純
」で
す
か

ら
、
一
休
宗
純
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
禅
僧
は

実
名
の
上
の
一
字
を
略
し
て
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
開
山
の
道
号

が
「
渓
月
」
だ
と
す
る
と
、
実
名
は
□
偃
（
上

の
一
字
は
不
明
）と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
地
元
に
は
、
永
禄
三
年（
一
五
六
〇
）に

釣
月
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
渓
月
に
よ
っ
て
創
建

さ
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
そ
う
で
す
。

釣
月
寺
は
新
城
市
副
川
に
あ
る
方
広
寺
派
の

寺
院
で
、
応
永
元
年（
一
三
九
四
）に
在
徳
建

穎
が
開
い
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

徳
運
寺
に
は
縦
二
ｍ
余
り
の
色
鮮
や
か
な

涅
槃
図
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
画
は
、

宝
永
三
年（
一
七
〇
六
）に
八
世
の
円
応
恵
教

が
、
前
年
に
亡
く
な
っ
た
先
代
の
沢
道
和
尚
の
菩

提
を
弔
う
た
め
に
、
堀
八
左
衛
門
親
正
と
い
う

絵
師
に
描
い
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、
毎
年
涅
槃

会
の
時
に
本
堂
に
掛
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
本

堂
奥
の
脇
檀
に
は
、
小
像
な
が
ら
端
正
な
お

姿
の
薬
師
如
来
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

坐
像
は
、
以
前
は
寺
の
近
く
に
あ
っ
た
薬
師
堂

に
祀
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
度
、
本
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、

徳
運
寺
所
蔵
の
古
写
経
及
び
古
版
経
百
三
十

点
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
平
安
末
期
か
ら
室
町
後
期
ま
で
の
五
十
五

点
は
新
城
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
古
写
経
は
、
昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）

に
本
堂
の
奥
か
ら
木
箱
に
入
れ
ら
れ
た
状
態

で
発
見
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
今
回
、
奥
書
、
体
裁

等
を
分
析
し
た
結
果
、
次
の
三
つ
の
古
写
経
群

が
含
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
平
安
末
期
の
古
写

経
で
、
二
十
六
巻
分
二
十
四
種
が
見
出
さ
れ

ま
す
。
縦
二
五
〜
二
六
㎝
で
、
現
在
は
折
本
装

で
す
が
、
一
部
に
残
る
痕
跡
か
ら
、
か
つ
て
は

巻
子
装
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
ま
す
。
一
切
経
書

写
の
目
録
と
想
定
さ
れ
る
中
国
唐
代
成
立
の

『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』の
入
蔵
録
に
は
一
二
〇
六

種
の
仏
典
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
十
六
巻

徳
運
寺
一
切
経

寺
院
紹
介

山
間
に
息
づ
く
一
切
経
の
歴
史

徳
運
寺

徳運寺・石碑と本堂（奥）
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谷
大
本
の
誤
字
を
修
正
し
た
り
、
改
行
を
指
示

し
た
り
し
て
読
解
の
便
宜
を
図
り
、
詳
細
な
註

を
施
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
そ
の

底
本
で
あ
る
谷
大
本
と
、
書
陵
部
蔵
本
と
を

比
較
し
て
み
る
と
、
多
少
な
り
と
も
問
題
を

孕
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

書
陵
部
蔵
本
は『
図
書
寮
漢
籍
善
本
書
目
』

中
に

雙
卷
經
疏
零
本
三
軸

奈
良
朝
寫
經
題
釋
玄
一
集
書
法
亦
佳

と
あ
り
、「
奈
良
朝
寫
經
」
と
さ
れ
て
い
る
。

上
巻
が
三
軸
に
分
か
れ
て
お
り
、
本
文
が
一
部

欠
落
し
て
い
る
。
首
欠
な
が
ら
も
丁
寧
な
楷
書

で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
欠
落
を
補
う
の
が
大
谷
大
学
蔵
、
順
芸

（
一
七
八
七
〜
一
八
四
七
）書
写
本
で
あ
る
。

こ
の
書
写
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
書
陵
部
蔵

本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
行
数
、
文
字
数
、
字

体
、
さ
ら
に
は
墨
線
に
よ
る
破
損
箇
所
の
型
取

り
な
ど
が
、書
陵
部
蔵
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
同
様
で
あ
る
の
で
、
順
芸
が

書
陵
部
蔵
本
そ
の
も
の
を
書
写
し
た
と
推
測

で
き
よ
う
。

順
芸
は
江
戸
後
期
の
真
宗
大
谷
派
の
学
僧

で
あ
り
、
越
前
浄
勝
寺
の
順
慧
が
父
で
あ
る
。

『
金
剛
経
』『
金
剛
般
若
論
』を
研
究
す
る
際
に
、

黄
檗
版
蔵
経
よ
り
高
麗
版
蔵
経
の
方
が
優
良

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
こ
で
辛
苦
を
重
ね
、

浄
勝
寺
蔵
の
黄
檗
版
蔵
経
と
建
仁
寺
蔵
の

高
麗
版
蔵
経
の
校
訂
を
九
年
の
歳
月
を
か
け

て
完
成
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
作
業
は
三

回
行
っ
て
校
了
と
し
て
い
る（
田
代
俊
孝
「
越
前

丹
山
文
庫
所
蔵
麗
蔵
校
合
黄
檗
版
一
切
経
に

つ
い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
〇
―
二
、

一
九
八
二
年
）。

さ
て
書
陵
部
蔵
本
を
中
心
に
据
え
、
順
芸

書
写
本
を
そ
の
欠
落
を
補
う
も
の
と
し
て
位

置
づ
け
て
、
谷
大
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
谷

大
本（
京
大
本
）に
は
、
書
陵
部
蔵
本
の
一
行

分
に
相
当
す
る
箇
所
の
脱
落
が
あ
る
。
加
え

て
、
文
章
の
一
部
に
数
行
単
位
で
文
章
が
前

後
に
逆
転
し
て
い
る
箇
所
が
確
認
で
き
る
。
そ

し
て
そ
れ
は『
卍
続
蔵
経
』が
そ
の
ま
ま
踏
襲

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
文
章
が
混
乱

し
て
お
り
意
味
が
通
じ
な
い
。

こ
こ
に
改
め
て
書
陵
部
蔵
本
の
重
要
性
を

確
認
し
、
定
本
を
作
成
す
る
必
要
性
が
出
て

く
る
。
今
回
は
紙
面
の
都
合
上
、
定
本
の
試
み

を
提
示
で
き
な
い
が
、
他
に
も
う
一
つ
興
味
深

い
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
諸
本
を
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、

書
陵
部
蔵
本
の
み
冒
頭
の
六
行
分
が
残
存
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
な
り
破
損
が
ひ
ど

く
、
一
見
し
て
何
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
か

が
分
か
ら
な
い
。
そ
の
為
か
、
順
芸
が
あ
れ
ほ

ど
緻
密
に
書
写
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
冒
頭
の
六
行
は
書
写
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ

に
は『
無
量
寿
経
』と『
観
無
量
寿
経
』の
説
時

順
序
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
か
つ

て
窺
基
、
龍
興
、
憬
興
、
迦
才
等
が
議
論
し
、

日
本
に
渡
っ
て
か
ら
も
議
論
さ
れ
た
問
題
の
断

片
が
、
書
陵
部
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味

は
大
き
い
。

【
附
記
】

今
回
の
執
筆
並
び
に
掲
載
資
料
に
関
し
て
は
、
宮
内
庁

書
陵
部
の
中
村
一
紀
氏
に
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
研
究
員（
PD
））

［図2］書陵部蔵『無量寿経記』冒頭部
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今
回
紹
介
す
る
書
陵
部
所
蔵
奈
良
朝
写
本
、

新
羅
僧
玄
一
撰『
無
量
寿
経
記
』は
伝
本
中
で
、

最
も
依
拠
す
べ
き
稀
覯
本
で
あ
る
。

撰
者
で
あ
る
玄
一
の
事
績
を
伝
え
る
伝
記
は

存
し
な
い
の
で
彼
の
詳
細
な
生
没
年
代
は
不
明

で
あ
る
。
但
し『
正
倉
院
文
書
』に
は
天
平
二
十

年（
七
四
八
）に『
無
量
寿
経
記
』を
書
写
し
た

記
録
が
あ
る
の
で（
石
田
茂
作『

奈
良
朝

仏
教
の
研
究
』、
一
九
三
〇
年
）、
そ
れ
以
前
の

人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
本
文
に

は
浄
影
寺
慧
遠（
五
二
三
〜
五
九
二
）、
窺
基

（
六
三
二
〜
六
八
二
）、
元
暁
（
六
一
七
〜

六
八
六
）、
法
位（
七
世
紀
頃
）の
著
作
を
引
用

す
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
玄
一
の
生

存
年
代
は
、七
世
紀
か
ら
八
世
紀
初
め
と
な
る
。

『
無
量
寿
経
記
』は
特
に
法
位
に
依
拠
し
な
が

ら
論
じ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る（
恵
谷
隆

戒『
浄
土
教
の
新
研
究
』、
一
九
七
六
年
）。

写
経
よ
り

見
た
る

『
無
量
寿
経
記
』の
伝
来
は
、
前
述
の
通
り

『
正
倉
院
文
書
』の
天
平
二
十
年（
七
四
八
）に

書
写
さ
れ
る
の
が
嚆
矢
で
あ
り
、
高
山
寺
蔵

『
東
域
伝
灯
目
録
』（
一
〇
九
四
成
立
、
高
山
寺

本
は
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
写
）、

『
三
宝
院
経
蔵
目
録
』（
一
二
九
八
）に『
無
量
寿

経
記
』の
書
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
存

諸
本
は「
両
巻
経
記
」の
み
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、

「
両
巻
無
量
寿
経
疏
」、「
両
巻
無
量
寿
経
記
」、

「
無
量
寿
経
述
記
」
等
の
呼
称
も
あ
り
一
定
し

た
名
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
撰
者

名
も「
玄
一
集
」「
玄
一
師
」「
玄
一
述
」「
玄
一
」

の
呼
称
が
見
ら
れ
、
一
定
し
て
い
な
い
。

佐
藤
哲
英
博
士
は
源
信
の『
往
生
要
集
』に

見
る
朝
鮮
浄
土
教
の
影
響
と
し
て
、
憬
興（
七
世

紀
中
〜
八
世
紀
初
）の『
無
量
寿
経
述
文
賛
』九

回
、
義
寂（
七
世
紀
〜
八
世
紀
初
）の『
無
量
寿

経
述
義
記
』三
回
、
元
暁
の『
無
量
寿
経
宗
要
』

三
回
に
列
し
て
玄
一
の『
無
量
寿
経
疏（
記
）』九

回
を
挙
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
時
代
が
下
が
り
、

源
隆
国（
一
〇
〇
四
〜
一
〇
七
七
）の『
安
養

集
』（
一
〇
七
〇
）
と
編
者
未
詳
の『
安
養
抄
』

（
十
一
世
紀
末
葉
）を
見
る
と
、
以
下
の
点
が
指
摘

で
き
る
。
一
方
で
は『
往
生
要
集
』と
同
じ
く

新
羅
の
諸
師
を
多
々
引
用
す
る
。
他
方
玄
一
に

関
し
て
は
、『
安
養
抄
』は
わ
ず
か
二
回
の
み
で
あ

り
、『
安
養
集
』は
一
回
の
引
用
す
ら
し
て
い
な

い
（『
叡
山
浄
土
教
の
研
究
』、
一
九
七
九
年
）。

更
に
後
代
で
も
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
は
す
る

も
の
の
、
玄
一
の
著
作
は
、
元
暁
や
憬
興
ら
の

そ
れ
と
は
違
い
、
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
な
く
な
っ
て

い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
玄
一
を
俎
上
に
上
げ
た
話
題
の

一
端
を
垣
間
見
た
訳
で
あ
る
が
、
玄
一
の
み
を

主
題
と
す
る
研
究
は
決
し
て
多
く
な
い
。
そ
の
中

で
も
元
暁
や
憬
興
ら
と
い
っ
た
新
羅
浄
土
教
の

諸
師
と
の
比
較
に
お
い
て
の
み
そ
の
名
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
大
き
な
原
因
は
現
存
す
る

著
作
が
本
書
の
上
巻
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
更
に
現
在
の
問
題
と
し
て
は
、
唯
一
現
存

の『
無
量
寿
経
記
』で
す
ら
校
訂
作
業
が
十
分

と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

現
在
『
無
量
寿
経
記
』は
、『
卍
続
蔵
経
』
第

三
十
冊
に
所
収
さ
れ
て
お
り
容
易
に
繙
く
こ

と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
京
都
大
学
蔵
本（
以
下

京
大
本
）が
底
本
に
な
っ
て
お
り
、
更
に
こ
の
京
大

本
は
、
大
谷
大
学
蔵
本（
谷
大
本
）を
青
写
真
で

複
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
谷
大
本
を
複
写
し
た

こ
と
は
、
蔵
書
印
か
ら
容
易
に
確
認
で
き
る
。

谷
大
本
の
奥
書
に
は

嘉
永
七
年
甲
寅
首
夏
中
旬
第
一
日
謄
写

竟
　
右
原
本
在
濃
州
興
雲
寺

と
あ
り
、
嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）の
書
写
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
谷
大
本
は
書
写
原
本
の

破
損
箇
所
を
墨
線
で
表
記
し
、
可
能
な
限
り

朱
筆
で
補
填
し
て
い
る
。
こ
の
谷
大
本
の
青
写

真
の
複
写
に
朱
筆
で
校
訂
註
を
加
え
た
も
の

が『
卍
続
蔵
経
』に
収
録
さ
れ
る
。
京
大
本
は

［図1］書陵部蔵『無量寿経記』巻末

唐
・
新
羅
・
日
本
に
渡
る
議
論

書
陵
部
に
残
る

新
羅
浄
土
教
の
遺
文

南
　
宏
信
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谷
大
本
の
誤
字
を
修
正
し
た
り
、
改
行
を
指
示

し
た
り
し
て
読
解
の
便
宜
を
図
り
、
詳
細
な
註

を
施
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
そ
の

底
本
で
あ
る
谷
大
本
と
、
書
陵
部
蔵
本
と
を

比
較
し
て
み
る
と
、
多
少
な
り
と
も
問
題
を

孕
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

書
陵
部
蔵
本
は『
図
書
寮
漢
籍
善
本
書
目
』

中
に

雙
卷
經
疏
零
本
三
軸

奈
良
朝
寫
經
題
釋
玄
一
集
書
法
亦
佳

と
あ
り
、「
奈
良
朝
寫
經
」
と
さ
れ
て
い
る
。

上
巻
が
三
軸
に
分
か
れ
て
お
り
、
本
文
が
一
部

欠
落
し
て
い
る
。
首
欠
な
が
ら
も
丁
寧
な
楷
書

で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
欠
落
を
補
う
の
が
大
谷
大
学
蔵
、
順
芸

（
一
七
八
七
〜
一
八
四
七
）書
写
本
で
あ
る
。

こ
の
書
写
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
書
陵
部
蔵

本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
行
数
、
文
字
数
、
字

体
、
さ
ら
に
は
墨
線
に
よ
る
破
損
箇
所
の
型
取

り
な
ど
が
、書
陵
部
蔵
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
同
様
で
あ
る
の
で
、
順
芸
が

書
陵
部
蔵
本
そ
の
も
の
を
書
写
し
た
と
推
測

で
き
よ
う
。

順
芸
は
江
戸
後
期
の
真
宗
大
谷
派
の
学
僧

で
あ
り
、
越
前
浄
勝
寺
の
順
慧
が
父
で
あ
る
。

『
金
剛
経
』『
金
剛
般
若
論
』を
研
究
す
る
際
に
、

黄
檗
版
蔵
経
よ
り
高
麗
版
蔵
経
の
方
が
優
良

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
こ
で
辛
苦
を
重
ね
、

浄
勝
寺
蔵
の
黄
檗
版
蔵
経
と
建
仁
寺
蔵
の

高
麗
版
蔵
経
の
校
訂
を
九
年
の
歳
月
を
か
け

て
完
成
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
作
業
は
三

回
行
っ
て
校
了
と
し
て
い
る（
田
代
俊
孝
「
越
前

丹
山
文
庫
所
蔵
麗
蔵
校
合
黄
檗
版
一
切
経
に

つ
い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
〇
―
二
、

一
九
八
二
年
）。

さ
て
書
陵
部
蔵
本
を
中
心
に
据
え
、
順
芸

書
写
本
を
そ
の
欠
落
を
補
う
も
の
と
し
て
位

置
づ
け
て
、
谷
大
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
谷

大
本（
京
大
本
）に
は
、
書
陵
部
蔵
本
の
一
行

分
に
相
当
す
る
箇
所
の
脱
落
が
あ
る
。
加
え

て
、
文
章
の
一
部
に
数
行
単
位
で
文
章
が
前

後
に
逆
転
し
て
い
る
箇
所
が
確
認
で
き
る
。
そ

し
て
そ
れ
は『
卍
続
蔵
経
』が
そ
の
ま
ま
踏
襲

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
文
章
が
混
乱

し
て
お
り
意
味
が
通
じ
な
い
。

こ
こ
に
改
め
て
書
陵
部
蔵
本
の
重
要
性
を

確
認
し
、
定
本
を
作
成
す
る
必
要
性
が
出
て

く
る
。
今
回
は
紙
面
の
都
合
上
、
定
本
の
試
み

を
提
示
で
き
な
い
が
、
他
に
も
う
一
つ
興
味
深

い
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
諸
本
を
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、

書
陵
部
蔵
本
の
み
冒
頭
の
六
行
分
が
残
存
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
な
り
破
損
が
ひ
ど

く
、
一
見
し
て
何
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
か

が
分
か
ら
な
い
。
そ
の
為
か
、
順
芸
が
あ
れ
ほ

ど
緻
密
に
書
写
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
冒
頭
の
六
行
は
書
写
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ

に
は『
無
量
寿
経
』と『
観
無
量
寿
経
』の
説
時

順
序
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
か
つ

て
窺
基
、
龍
興
、
憬
興
、
迦
才
等
が
議
論
し
、

日
本
に
渡
っ
て
か
ら
も
議
論
さ
れ
た
問
題
の
断

片
が
、
書
陵
部
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味

は
大
き
い
。

【
附
記
】

今
回
の
執
筆
並
び
に
掲
載
資
料
に
関
し
て
は
、
宮
内
庁

書
陵
部
の
中
村
一
紀
氏
に
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
研
究
員（
PD
））

［図2］書陵部蔵『無量寿経記』冒頭部
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今
回
紹
介
す
る
書
陵
部
所
蔵
奈
良
朝
写
本
、

新
羅
僧
玄
一
撰『
無
量
寿
経
記
』は
伝
本
中
で
、

最
も
依
拠
す
べ
き
稀
覯
本
で
あ
る
。

撰
者
で
あ
る
玄
一
の
事
績
を
伝
え
る
伝
記
は

存
し
な
い
の
で
彼
の
詳
細
な
生
没
年
代
は
不
明

で
あ
る
。
但
し『
正
倉
院
文
書
』に
は
天
平
二
十

年（
七
四
八
）に『
無
量
寿
経
記
』を
書
写
し
た

記
録
が
あ
る
の
で（
石
田
茂
作『

奈
良
朝

仏
教
の
研
究
』、
一
九
三
〇
年
）、
そ
れ
以
前
の

人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
本
文
に

は
浄
影
寺
慧
遠（
五
二
三
〜
五
九
二
）、
窺
基

（
六
三
二
〜
六
八
二
）、
元
暁
（
六
一
七
〜

六
八
六
）、
法
位（
七
世
紀
頃
）の
著
作
を
引
用

す
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
玄
一
の
生

存
年
代
は
、七
世
紀
か
ら
八
世
紀
初
め
と
な
る
。

『
無
量
寿
経
記
』は
特
に
法
位
に
依
拠
し
な
が

ら
論
じ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る（
恵
谷
隆

戒『
浄
土
教
の
新
研
究
』、
一
九
七
六
年
）。

写
経
よ
り

見
た
る

『
無
量
寿
経
記
』の
伝
来
は
、
前
述
の
通
り

『
正
倉
院
文
書
』の
天
平
二
十
年（
七
四
八
）に

書
写
さ
れ
る
の
が
嚆
矢
で
あ
り
、
高
山
寺
蔵

『
東
域
伝
灯
目
録
』（
一
〇
九
四
成
立
、
高
山
寺

本
は
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
写
）、

『
三
宝
院
経
蔵
目
録
』（
一
二
九
八
）に『
無
量
寿

経
記
』の
書
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
存

諸
本
は「
両
巻
経
記
」の
み
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、

「
両
巻
無
量
寿
経
疏
」、「
両
巻
無
量
寿
経
記
」、

「
無
量
寿
経
述
記
」
等
の
呼
称
も
あ
り
一
定
し

た
名
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
撰
者

名
も「
玄
一
集
」「
玄
一
師
」「
玄
一
述
」「
玄
一
」

の
呼
称
が
見
ら
れ
、
一
定
し
て
い
な
い
。

佐
藤
哲
英
博
士
は
源
信
の『
往
生
要
集
』に

見
る
朝
鮮
浄
土
教
の
影
響
と
し
て
、
憬
興（
七
世

紀
中
〜
八
世
紀
初
）の『
無
量
寿
経
述
文
賛
』九

回
、
義
寂（
七
世
紀
〜
八
世
紀
初
）の『
無
量
寿

経
述
義
記
』三
回
、
元
暁
の『
無
量
寿
経
宗
要
』

三
回
に
列
し
て
玄
一
の『
無
量
寿
経
疏（
記
）』九

回
を
挙
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
時
代
が
下
が
り
、

源
隆
国（
一
〇
〇
四
〜
一
〇
七
七
）の『
安
養

集
』（
一
〇
七
〇
）
と
編
者
未
詳
の『
安
養
抄
』

（
十
一
世
紀
末
葉
）を
見
る
と
、
以
下
の
点
が
指
摘

で
き
る
。
一
方
で
は『
往
生
要
集
』と
同
じ
く

新
羅
の
諸
師
を
多
々
引
用
す
る
。
他
方
玄
一
に

関
し
て
は
、『
安
養
抄
』は
わ
ず
か
二
回
の
み
で
あ

り
、『
安
養
集
』は
一
回
の
引
用
す
ら
し
て
い
な

い
（『
叡
山
浄
土
教
の
研
究
』、
一
九
七
九
年
）。

更
に
後
代
で
も
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
は
す
る

も
の
の
、
玄
一
の
著
作
は
、
元
暁
や
憬
興
ら
の

そ
れ
と
は
違
い
、
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
な
く
な
っ
て

い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
玄
一
を
俎
上
に
上
げ
た
話
題
の

一
端
を
垣
間
見
た
訳
で
あ
る
が
、
玄
一
の
み
を

主
題
と
す
る
研
究
は
決
し
て
多
く
な
い
。
そ
の
中

で
も
元
暁
や
憬
興
ら
と
い
っ
た
新
羅
浄
土
教
の

諸
師
と
の
比
較
に
お
い
て
の
み
そ
の
名
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
大
き
な
原
因
は
現
存
す
る

著
作
が
本
書
の
上
巻
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
更
に
現
在
の
問
題
と
し
て
は
、
唯
一
現
存

の『
無
量
寿
経
記
』で
す
ら
校
訂
作
業
が
十
分

と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

現
在
『
無
量
寿
経
記
』は
、『
卍
続
蔵
経
』
第

三
十
冊
に
所
収
さ
れ
て
お
り
容
易
に
繙
く
こ

と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
京
都
大
学
蔵
本（
以
下

京
大
本
）が
底
本
に
な
っ
て
お
り
、
更
に
こ
の
京
大

本
は
、
大
谷
大
学
蔵
本（
谷
大
本
）を
青
写
真
で

複
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
谷
大
本
を
複
写
し
た

こ
と
は
、
蔵
書
印
か
ら
容
易
に
確
認
で
き
る
。

谷
大
本
の
奥
書
に
は

嘉
永
七
年
甲
寅
首
夏
中
旬
第
一
日
謄
写

竟
　
右
原
本
在
濃
州
興
雲
寺

と
あ
り
、
嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）の
書
写
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
谷
大
本
は
書
写
原
本
の

破
損
箇
所
を
墨
線
で
表
記
し
、
可
能
な
限
り

朱
筆
で
補
填
し
て
い
る
。
こ
の
谷
大
本
の
青
写

真
の
複
写
に
朱
筆
で
校
訂
註
を
加
え
た
も
の

が『
卍
続
蔵
経
』に
収
録
さ
れ
る
。
京
大
本
は

［図1］書陵部蔵『無量寿経記』巻末

唐
・
新
羅
・
日
本
に
渡
る
議
論

書
陵
部
に
残
る

新
羅
浄
土
教
の
遺
文

南
　
宏
信
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古
写
経
を
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
す
る

昨
年
度
第
３
回
、
及
び
今
年
度
第
１
回
・
第
２
回

公
開
研
究
会
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
全
て
本
学
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
日
時
・
発
表
者
・
発
表
題
目
、

及
び
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
平
成
19
年
度
第
３
回
公
開
研
究
会

平
成
19
年
11
月
17
日（
土
）午
後
３
〜
５
時

箕
浦
尚
美（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
研
究
員
）

「
金
剛
寺
蔵
佚
名
説
話
集
に
引
用
さ
れ
た
経
典
の
考
察
」

池
麗
梅（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
外
国
人
研
究
員
）

「『
穢
積
金
剛
法
禁
百
変
法
』に
つ
い
て
」

上
川
通
夫（
愛
知
県
立
大
学
教
授
）

「
東
ア
ジ
ア
の
大
蔵
経
世
界
と
日
本
中
世
一
切
経
」

箕
浦
氏
は
、
金
剛
寺
蔵
の
仏
教
説
話
集
に
収
め

ら
れ
る
経
典
を
出
典
と
す
る
説
話
に
つ
い
て
、
本

生
経
類
と
の
相
違
点
か
ら
、
そ
れ
ら
が
日
本
で
作

成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
池
氏

は
、『
穢
積
金
剛
法
禁
百
変
法
』
の
真
偽
問
題
に
つ

い
て
再
検
討
さ
れ
た
。
上
川
氏
は
、
結
縁
・
勧
進

形
式
で
、
版
本
の
権
威
性
を
下
敷
き
に
し
つ
つ
、

書
写
に
こ
だ
わ
っ
て
作
成
さ
れ
た
日
本
中
世
一
切

経
の
歴
史
的
特
質
を
考
察
さ
れ
た
。

○
平
成
20
年
度
第
１
回
公
開
研
究
会

平
成
20
年
５
月
24
日（
土
）午
後
３
〜
５
時

林
敏（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
博
士
課
程
）

「
日
本
古
写
経
本『
首
楞
厳
経
』に
つ
い
て
」

箕
浦
尚
美（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
研
究
員
）

「
『
金
剛
寺
本
『
観
無
量
寿
経
』に
つ
い
て
―
諸
本

校
異
か
ら
み
た
系
譜
―
」

江
南
和
幸（
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
）

「
ア
ジ
ア
の
紙
の
起
源
を
中
国
・
中
央
ア
ジ
ア
伝
来

仏
教
経
典
、
古
文
書
に
探
る
」

林
氏
は
、
日
本
の
平
安
鎌
倉
古
写
経
と
高
麗
版

な
ど
の
刊
本
一
切
経
と
で
は
、『
首
楞
厳
経
』
巻
七

が
大
き
く
相
違
し
て
い
る
こ
と
を
力
説
さ
れ
た
。

箕
浦
氏
は
、『
観
無
量
寿
経
』
諸
本
の
本
文
比
較
か

ら
金
剛
寺
本
の
価
値
を
論
ぜ
ら
れ
た
。江
南
氏
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
て
料
紙
の
繊
維
の
拡
大

写
真
を
示
し
つ
つ
、
紙
の
原
材
料
の
変
化
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
た
。

○
平
成
20
年
度
第
２
回
公
開
研
究
会

平
成
20
年
10
月
11
日（
土
）午
後
３
〜
５
時

定
源（
王
招
国
）（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
補
助
員
）

「
新
出
の
日
本
古
写
経
本
系
『
護
浄
経
』に
つ
い
て
」

林
寺
正
俊（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
研
究
員
）

「
版
本
と
日
本
古
写
経
か
ら
見
た『
五
苦
章
句
経
』

編
集
の
問
題
」

吉
川
也
志
保（
東
京
文
化
財
研
究
所
保
存
修
復
科
学

セ
ン
タ
ー
研
究
補
佐
員
）

「
古
写
経
の
予
防
的
保
存
に
関
す
る
考
察
」

定
源
氏
は
、
大
正
蔵
本
と
は
本
文
の
異
な
る
日
本

古
写
経
本
『
護
浄
経
』を
、
版
本
系
統
と
比
較
検
討

さ
れ
た
。
林
寺
氏
は
、『
五
苦
章
句
経
』に
つ
い
て
、

本
文
が
一
部
異
な
る
版
本
系
統
と
日
本
古
写
経
本

と
は
、
共
に
先
行
す
る
幾
つ
か
の
経
典
の
一
部
を
寄

せ
集
め
て
編
集
し
た
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

と
論
じ
ら
れ
た
。
吉
川
氏
は
、
虫
・
カ
ビ
な
ど
の
有

害
生
物
に
よ
る
古
写
経
の
劣
化
に
着
目
し
、
そ
れ

ら
に
対
す
る
予
防
的
保
存
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

今
年
度
第
３
回
公
開
研
究
会
の
報
告
に
つ
い
て

は
、
次
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

『
佛
教
文
獻
と
文
學
　
日
臺
共
同
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
記
録
　
２
０
０
７
』

日
台
研
究
者
の
最
新
成
果
が
こ
こ
に
！

本
書
は
、
平
成
19
年
６
月
に
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
の
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
と
台
湾
の
南
華
大
学

と
本
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
共
同
で
開
催
さ
れ
た

日
台
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
成
果
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

第
一
章
　
金
藏
論
の
最
前
線

「
中
國
佛
教
類
書
と『
金
藏
論
』」

宮
井
里
佳

第
二
章
　
佛
教
説
話
を
め
ぐ
っ
て

「
佛
經
「
鴈
銜
龜
」
故
事
的
傳
播
與
影
響
―
以
中

箕浦尚美研究員

國
文
學
與
日
本
文
學
爲
例
―
」

梁
麗
玲

「『
賢
愚
經
』

本
比
較
研
究
―
敦
煌
本
と
日
本

古
寫
經
本
を
中
心
に
―
」

三
宅
徹
誠

第
三
章
　
一
切
經
の

相

「
初
論
《
開
寶
藏
》
向
西
域
的
流
傳
―
西
域
出
土

印
本
漢
文
佛
典
研
究（
二
）―
」

王
丁

「
日
本
古
寫
一
切
經
中
の
唯
識
二
十
論
後
序
」

落
合
俊
典

第
四
章
　
文
學
を
め
ぐ
っ
て

「
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
〈
孔
子
童
子
問
答
話
〉
に

關
す
る
二
、
三
の
問
題
」

牧
野
和
夫

「《
西
遊
記
》
的
佛
學
主
題
」

依
空

第
五
章
　
禪
宗
文
獻

「
北
宋
禪
宗
「
讚
」的
演
變
與
發
展
」

蔡
榮

「
敦
煌
本
《
秀
禪
師
七
禮
》
研
究
―
兼
論
北
宗
禪

與
禮
懺
的
關
係
―
」

汪
娟

第
六
章
　
唐
代
の
佛
教
文
獻

「
敦
煌
佛
教
文
獻
傳
播
與
佛
教
文
學
發
展
之
考

察
―
以
《
金
藏
論
》
、《
法
苑
珠
林
》
、《
諸
經

要
集
》
等
爲
核
心
―
」

鄭
阿
財

「
大
唐
三
藏
玄
奘
法
師
表
啓
に
關
す
る
一
問
題

―
玄
奘
と
長
命
婆
羅
門
―
」

高
田
時
雄

仏
教
学
、
日
本
文
学
、
中
国
文
学
な
ど
の
立
場

か
ら
、
仏
教
文
献
と
文
学
に
つ
い
て
多
彩
に
論
じ

ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
日
台
の
学
術
文
化
交
流
の

様
相
を
呈
し
た
一
書
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
を

継
承
す
る
形
で
今
年
度
は
、
10
月
24
・
25
日
に
台
湾

の
南
華
大
学
と
仏
光
山
に
お
い
て
国
際
学
術
研
討

会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
契
機
と

し
て
、
今
後
も
新
し
い
課
題
と
成
果
が
現
れ
て
く

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。（

研
究
員（
PD
）恋
田
知
子
）

公

開

研

究

会

出

版

物

紹

介

（
２
０
０
８
年
９
月
30
日
刊
行
　
非
売
品
）
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デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
の
今
後
を
探
る

平
成
19
年
度
は
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
。
講
演
者
及
び
講
演
題
目
に
つ
い
て
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

テ
ー
マ
「
仏
典
の
テ
キ
ス
ト
学
―
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

日
本
古
写
経
―
」

平
成
19
年
12
月
１
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
５
時

於
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

木
村
清
孝（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
・
学
長
）

「
仏
教
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
媒
体
」

下
田
正
弘（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
・
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
代
表
）

「
仏
教
学
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
に
向
け
て

―
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

次
世
代
の
局
面
―
」

釈
恵
敏（
台
湾
法
鼓
仏
教
研
修
学
院
校
長
・
国
立
台
北

芸
術
大
学
教
授
・
中
華
電
子
仏
典
協
会

主
任
委
員
）

'A
Study

on
C

reation
and

A
pplication

o
f

C
B

E
T

A
E

le
ctro

n
ic

T
rip

itak
a

C
ollection

(V
ersion

2007)'

落
合
俊
典（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
）

「
漢
訳
仏
典
研
究
の
新
た
な
視
座
―
日
本
古
写
経
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
とSA

T
&

C
B

E
T

A

の
利
用
―
」

永
崎
研
宣
（
山
口
県
立
大
学
准
教
授
・
大
蔵
経
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
委
員
）

「
デ
ジ
タ
ル
メ
ディ
ア
の
展
開
と
仏
教
研
究
」

最
初
に
本
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
代
表
者
で

あ
る
今
西
順
吉
氏
か
ら
代
表
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の

後
、
ま
ず
木
村
氏
が
基
調
講
演
を
さ
れ
た
。
仏
典

テ
キ
ス
ト
が
い
か
に
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
、

そ
の
媒
体
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

昨
今
普
及
し
つ
つ
あ
る
電
子
媒
体
の
特
徴
と
問
題
点

に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。

下
田
氏
は
、
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究

会（S
A

T

）に
よ
り
完
成
さ
れ
た「
大
正
新
脩
大
蔵
経

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」の
利
用
に
よ
っ
て
仏
教
学

研
究
が
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
の
か
、
そ
の
可

能
性
を
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
基
盤
に

し
て
、
そ
こ
に
個
別
テ
キ
ス
ト
の
訂
正
等
の
二
次
情

報
を
集
約
し
、
ま
た
、
複
数
言
語
に
よ
る
翻
訳
の
成

果
や
、
他
の
言
語
で
伝
承
さ
れ
た
同
類
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
協
働
さ
せ
る
な
ら
ば
、「
超
テ
キ
ス
ト
」へ
と

変
貌
す
る
と
い
う
。

釈
恵
敏
氏
は
、
中
華
電
子
仏
典
協
会（C

B
E

T
A

）

に
よ
るC

B
E

T
A

電
子
仏
典
集
成（
バ
ー
ジ
ョ
ン2007

）

の
作
成
と
使
用
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
使
用

に
つ
い
て
は
、
経
典
目
次
検
索
・
全
文
検
索
・
し
お

り
・
外
部
連
結
な
ど
を
紹
介
し
、
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
の

画
面
上
でC

B
E

T
A

電
子
仏
典
集
成
の
ソ
フ
ト
を

立
ち
上
げ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。
最
後

に
、
世
界
中
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
連
携
し
、

In
tegrated

B
u

d
d

h
ist

A
rch

ives

の
可
能
性
を
見

出
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
ま
と
め
ら
れ
た
。

落
合
氏
は
、
平
安
鎌
倉
写
経
が「
一
字
千
金
」の

古
形
態
を
残
し
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
た
。
奈
良
写
経

は
隋
唐
写
経
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
平
安
鎌
倉
写

経
は
奈
良
写
経
の
転
写
本
で
あ
る
。
た
だ
、
誤
写
を

多
く
含
む
た
め
、
諸
刊
本
に
一
致
し
な
い
独
自
な
文

字
が
存
し
た
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
恰
も
渓
流
か
ら
掬

い
取
っ
た
砂
利
を
よ
く
漉
し
て
砂
金
を
取
り
出
す
が

如
く
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
一
字
千
金
」
を
得

ら
れ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

永
崎
氏
は
、
仏
教
研
究
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
メ講演される下田正弘氏

デ
ィ
ア
の
利
用
の
歴
史
と
、
そ
し
て
今
後
の
展
開
を

述
べ
ら
れ
た
。
仏
教
学
に
お
い
て
は
、
有
力
学
会
が

積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
に
関
わ
っ
て
き

た
。
そ
し
て
、
今
、「
大
正
新
脩
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」が
完
成
し
た
が
、
今
後
、
技
術
や
規
格
に
主
導

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
仏
教
を
研
究
す
る
上
で
の
必

要
性
か
ら
見
て
有
益
な
仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
い

く
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
常
に
再
検
討
が
行
わ
れ
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

講
演
の
後
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

今
回
の
主
題
は
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
な
ど
で
あ
り
、
今
後
更
に
発
展
し
て
い
く

分
野
で
あ
る
た
め
、
例
え
ば
テ
キ
ス
ト
検
索
と
絡
め

た
古
写
経
画
像
の
活
用
方
法
な
ど
詳
細
な
部
分
に

つ
い
て
質
疑
応
答
が
あ
り
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
盛
会
の
内
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
幕
を

閉
じ
た
。

活
動
記
録

公

開

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

会場の様子、当日の参加者は約100人（右端は司会の林寺正俊研究員）。

パネルディスカッションの様子。左より、落合、釈恵敏、永崎、木村の各氏。
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古
写
経
を
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
す
る

昨
年
度
第
３
回
、
及
び
今
年
度
第
１
回
・
第
２
回

公
開
研
究
会
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
全
て
本
学
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
日
時
・
発
表
者
・
発
表
題
目
、

及
び
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
平
成
19
年
度
第
３
回
公
開
研
究
会

平
成
19
年
11
月
17
日（
土
）午
後
３
〜
５
時

箕
浦
尚
美（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
研
究
員
）

「
金
剛
寺
蔵
佚
名
説
話
集
に
引
用
さ
れ
た
経
典
の
考
察
」

池
麗
梅（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
外
国
人
研
究
員
）

「『
穢
積
金
剛
法
禁
百
変
法
』に
つ
い
て
」

上
川
通
夫（
愛
知
県
立
大
学
教
授
）

「
東
ア
ジ
ア
の
大
蔵
経
世
界
と
日
本
中
世
一
切
経
」

箕
浦
氏
は
、
金
剛
寺
蔵
の
仏
教
説
話
集
に
収
め

ら
れ
る
経
典
を
出
典
と
す
る
説
話
に
つ
い
て
、
本

生
経
類
と
の
相
違
点
か
ら
、
そ
れ
ら
が
日
本
で
作

成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
池
氏

は
、『
穢
積
金
剛
法
禁
百
変
法
』
の
真
偽
問
題
に
つ

い
て
再
検
討
さ
れ
た
。
上
川
氏
は
、
結
縁
・
勧
進

形
式
で
、
版
本
の
権
威
性
を
下
敷
き
に
し
つ
つ
、

書
写
に
こ
だ
わ
っ
て
作
成
さ
れ
た
日
本
中
世
一
切

経
の
歴
史
的
特
質
を
考
察
さ
れ
た
。

○
平
成
20
年
度
第
１
回
公
開
研
究
会

平
成
20
年
５
月
24
日（
土
）午
後
３
〜
５
時

林
敏（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
博
士
課
程
）

「
日
本
古
写
経
本『
首
楞
厳
経
』に
つ
い
て
」

箕
浦
尚
美（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
研
究
員
）

「
『
金
剛
寺
本
『
観
無
量
寿
経
』に
つ
い
て
―
諸
本

校
異
か
ら
み
た
系
譜
―
」

江
南
和
幸（
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
）

「
ア
ジ
ア
の
紙
の
起
源
を
中
国
・
中
央
ア
ジ
ア
伝
来

仏
教
経
典
、
古
文
書
に
探
る
」

林
氏
は
、
日
本
の
平
安
鎌
倉
古
写
経
と
高
麗
版

な
ど
の
刊
本
一
切
経
と
で
は
、『
首
楞
厳
経
』
巻
七

が
大
き
く
相
違
し
て
い
る
こ
と
を
力
説
さ
れ
た
。

箕
浦
氏
は
、『
観
無
量
寿
経
』
諸
本
の
本
文
比
較
か

ら
金
剛
寺
本
の
価
値
を
論
ぜ
ら
れ
た
。江
南
氏
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
て
料
紙
の
繊
維
の
拡
大

写
真
を
示
し
つ
つ
、
紙
の
原
材
料
の
変
化
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
た
。

○
平
成
20
年
度
第
２
回
公
開
研
究
会

平
成
20
年
10
月
11
日（
土
）午
後
３
〜
５
時

定
源（
王
招
国
）（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
補
助
員
）

「
新
出
の
日
本
古
写
経
本
系
『
護
浄
経
』に
つ
い
て
」

林
寺
正
俊（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
研
究
員
）

「
版
本
と
日
本
古
写
経
か
ら
見
た『
五
苦
章
句
経
』

編
集
の
問
題
」

吉
川
也
志
保（
東
京
文
化
財
研
究
所
保
存
修
復
科
学

セ
ン
タ
ー
研
究
補
佐
員
）

「
古
写
経
の
予
防
的
保
存
に
関
す
る
考
察
」

定
源
氏
は
、
大
正
蔵
本
と
は
本
文
の
異
な
る
日
本

古
写
経
本
『
護
浄
経
』を
、
版
本
系
統
と
比
較
検
討

さ
れ
た
。
林
寺
氏
は
、『
五
苦
章
句
経
』に
つ
い
て
、

本
文
が
一
部
異
な
る
版
本
系
統
と
日
本
古
写
経
本

と
は
、
共
に
先
行
す
る
幾
つ
か
の
経
典
の
一
部
を
寄

せ
集
め
て
編
集
し
た
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

と
論
じ
ら
れ
た
。
吉
川
氏
は
、
虫
・
カ
ビ
な
ど
の
有

害
生
物
に
よ
る
古
写
経
の
劣
化
に
着
目
し
、
そ
れ

ら
に
対
す
る
予
防
的
保
存
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

今
年
度
第
３
回
公
開
研
究
会
の
報
告
に
つ
い
て

は
、
次
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

『
佛
教
文
獻
と
文
學
　
日
臺
共
同
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
記
録
　
２
０
０
７
』

日
台
研
究
者
の
最
新
成
果
が
こ
こ
に
！

本
書
は
、
平
成
19
年
６
月
に
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
の
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
と
台
湾
の
南
華
大
学

と
本
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
共
同
で
開
催
さ
れ
た

日
台
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
成
果
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

第
一
章
　
金
藏
論
の
最
前
線

「
中
國
佛
教
類
書
と『
金
藏
論
』」

宮
井
里
佳

第
二
章
　
佛
教
説
話
を
め
ぐ
っ
て

「
佛
經
「
鴈
銜
龜
」
故
事
的
傳
播
與
影
響
―
以
中

箕浦尚美研究員

國
文
學
與
日
本
文
學
爲
例
―
」

梁
麗
玲

「『
賢
愚
經
』

本
比
較
研
究
―
敦
煌
本
と
日
本

古
寫
經
本
を
中
心
に
―
」

三
宅
徹
誠

第
三
章
　
一
切
經
の

相

「
初
論
《
開
寶
藏
》
向
西
域
的
流
傳
―
西
域
出
土

印
本
漢
文
佛
典
研
究（
二
）―
」

王
丁

「
日
本
古
寫
一
切
經
中
の
唯
識
二
十
論
後
序
」

落
合
俊
典

第
四
章
　
文
學
を
め
ぐ
っ
て

「
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
〈
孔
子
童
子
問
答
話
〉
に

關
す
る
二
、
三
の
問
題
」

牧
野
和
夫

「《
西
遊
記
》
的
佛
學
主
題
」

依
空

第
五
章
　
禪
宗
文
獻

「
北
宋
禪
宗
「
讚
」的
演
變
與
發
展
」

蔡
榮

「
敦
煌
本
《
秀
禪
師
七
禮
》
研
究
―
兼
論
北
宗
禪

與
禮
懺
的
關
係
―
」

汪
娟

第
六
章
　
唐
代
の
佛
教
文
獻

「
敦
煌
佛
教
文
獻
傳
播
與
佛
教
文
學
發
展
之
考

察
―
以
《
金
藏
論
》
、《
法
苑
珠
林
》
、《
諸
經

要
集
》
等
爲
核
心
―
」

鄭
阿
財

「
大
唐
三
藏
玄
奘
法
師
表
啓
に
關
す
る
一
問
題

―
玄
奘
と
長
命
婆
羅
門
―
」

高
田
時
雄

仏
教
学
、
日
本
文
学
、
中
国
文
学
な
ど
の
立
場

か
ら
、
仏
教
文
献
と
文
学
に
つ
い
て
多
彩
に
論
じ

ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
日
台
の
学
術
文
化
交
流
の

様
相
を
呈
し
た
一
書
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
を

継
承
す
る
形
で
今
年
度
は
、
10
月
24
・
25
日
に
台
湾

の
南
華
大
学
と
仏
光
山
に
お
い
て
国
際
学
術
研
討

会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
契
機
と

し
て
、
今
後
も
新
し
い
課
題
と
成
果
が
現
れ
て
く

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。（

研
究
員（
PD
）恋
田
知
子
）

公

開

研

究

会

出

版

物

紹

介

（
２
０
０
８
年
９
月
30
日
刊
行
　
非
売
品
）

いとくら　 1313

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
の
今
後
を
探
る

平
成
19
年
度
は
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
。
講
演
者
及
び
講
演
題
目
に
つ
い
て
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

テ
ー
マ
「
仏
典
の
テ
キ
ス
ト
学
―
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

日
本
古
写
経
―
」

平
成
19
年
12
月
１
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
５
時

於
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

木
村
清
孝（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
・
学
長
）

「
仏
教
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
媒
体
」

下
田
正
弘（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
・
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
代
表
）

「
仏
教
学
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
に
向
け
て

―
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

次
世
代
の
局
面
―
」

釈
恵
敏（
台
湾
法
鼓
仏
教
研
修
学
院
校
長
・
国
立
台
北

芸
術
大
学
教
授
・
中
華
電
子
仏
典
協
会

主
任
委
員
）

'A
Study

on
C

reation
and

A
pplication

o
f

C
B

E
T

A
E

le
ctro

n
ic

T
rip

itak
a

C
ollection

(V
ersion

2007)'

落
合
俊
典（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
）

「
漢
訳
仏
典
研
究
の
新
た
な
視
座
―
日
本
古
写
経
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
とSA

T
&

C
B

E
T

A

の
利
用
―
」

永
崎
研
宣
（
山
口
県
立
大
学
准
教
授
・
大
蔵
経
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
委
員
）

「
デ
ジ
タ
ル
メ
ディ
ア
の
展
開
と
仏
教
研
究
」

最
初
に
本
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
代
表
者
で

あ
る
今
西
順
吉
氏
か
ら
代
表
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の

後
、
ま
ず
木
村
氏
が
基
調
講
演
を
さ
れ
た
。
仏
典

テ
キ
ス
ト
が
い
か
に
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
、

そ
の
媒
体
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

昨
今
普
及
し
つ
つ
あ
る
電
子
媒
体
の
特
徴
と
問
題
点

に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。

下
田
氏
は
、
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究

会（S
A

T

）に
よ
り
完
成
さ
れ
た「
大
正
新
脩
大
蔵
経

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」の
利
用
に
よ
っ
て
仏
教
学

研
究
が
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
の
か
、
そ
の
可

能
性
を
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
基
盤
に

し
て
、
そ
こ
に
個
別
テ
キ
ス
ト
の
訂
正
等
の
二
次
情

報
を
集
約
し
、
ま
た
、
複
数
言
語
に
よ
る
翻
訳
の
成

果
や
、
他
の
言
語
で
伝
承
さ
れ
た
同
類
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
協
働
さ
せ
る
な
ら
ば
、「
超
テ
キ
ス
ト
」へ
と

変
貌
す
る
と
い
う
。

釈
恵
敏
氏
は
、
中
華
電
子
仏
典
協
会（C

B
E

T
A

）

に
よ
るC

B
E

T
A

電
子
仏
典
集
成（
バ
ー
ジ
ョ
ン2007

）

の
作
成
と
使
用
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
使
用

に
つ
い
て
は
、
経
典
目
次
検
索
・
全
文
検
索
・
し
お

り
・
外
部
連
結
な
ど
を
紹
介
し
、
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
の

画
面
上
でC

B
E

T
A

電
子
仏
典
集
成
の
ソ
フ
ト
を

立
ち
上
げ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。
最
後

に
、
世
界
中
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
連
携
し
、

In
tegrated

B
u

d
d

h
ist

A
rch

ives

の
可
能
性
を
見

出
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
ま
と
め
ら
れ
た
。

落
合
氏
は
、
平
安
鎌
倉
写
経
が「
一
字
千
金
」の

古
形
態
を
残
し
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
た
。
奈
良
写
経

は
隋
唐
写
経
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
平
安
鎌
倉
写

経
は
奈
良
写
経
の
転
写
本
で
あ
る
。
た
だ
、
誤
写
を

多
く
含
む
た
め
、
諸
刊
本
に
一
致
し
な
い
独
自
な
文

字
が
存
し
た
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
恰
も
渓
流
か
ら
掬

い
取
っ
た
砂
利
を
よ
く
漉
し
て
砂
金
を
取
り
出
す
が

如
く
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
一
字
千
金
」
を
得

ら
れ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

永
崎
氏
は
、
仏
教
研
究
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
メ講演される下田正弘氏

デ
ィ
ア
の
利
用
の
歴
史
と
、
そ
し
て
今
後
の
展
開
を

述
べ
ら
れ
た
。
仏
教
学
に
お
い
て
は
、
有
力
学
会
が

積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
に
関
わ
っ
て
き

た
。
そ
し
て
、
今
、「
大
正
新
脩
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」が
完
成
し
た
が
、
今
後
、
技
術
や
規
格
に
主
導

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
仏
教
を
研
究
す
る
上
で
の
必

要
性
か
ら
見
て
有
益
な
仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
い

く
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
常
に
再
検
討
が
行
わ
れ
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

講
演
の
後
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

今
回
の
主
題
は
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
な
ど
で
あ
り
、
今
後
更
に
発
展
し
て
い
く

分
野
で
あ
る
た
め
、
例
え
ば
テ
キ
ス
ト
検
索
と
絡
め

た
古
写
経
画
像
の
活
用
方
法
な
ど
詳
細
な
部
分
に

つ
い
て
質
疑
応
答
が
あ
り
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
盛
会
の
内
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
幕
を

閉
じ
た
。

活
動
記
録

公

開

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

会場の様子、当日の参加者は約100人（右端は司会の林寺正俊研究員）。

パネルディスカッションの様子。左より、落合、釈恵敏、永崎、木村の各氏。



今
後
の
活
動
予
定

平
成
21
年
度
の
予
定
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◇
公
開
研
究
会
◇

５
月
23
日（
土
）、
10
月
10
日（
土
）、
11
月
14
日

（
土
）に
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
に
て
開
催
予
定

で
す
。

◇
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
◇

12
月
５
日（
土
）に
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
に
て

開
催
予
定
で
す
。

本
学
・
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
欄
参

照
）に
て
、
講
演
者
・
題
目
等
の
予
定
を
随
時
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

既
刊
書

○
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊（
非
売
品
）

第
１
輯『
玄
應
撰
一
切
經
音
義
二
十
五
卷
』

第
２
輯『
大
乘
起
信
論
』

○『
日
本
現
存
八
種
一
切
経
対
照
目
録
』（
非
売
品
）

本
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
　

で
き
ま
す
。

○『
佛
教
文
獻
と
文
學
　
日
臺
共
同
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
記
録
　
２
０
０
７
』（
非
売
品
）

『
い
と
く
ら
』既
刊
号

○
創
刊
号

『
摩
梨
支
天
経
』―
金
剛
寺
本
と
敦
煌
本
―
／

金
剛
寺
経
巻
の
紐
／
道
明
新
一
郎

古
写
経
の
死
番
虫
／
吉
川
也
志
保

寺
院
紹
介
・
調
査
日
記「
金
剛
寺
」「
七
寺
」

そ
の
他

○
第
２
号

七
寺
の
経
蔵
／
中
村
一
紀

ス
ク
ロ
ー
ル
ビ
ュ
ー
ア
に
つ
い
て
／
村
川
猛
彦

金
剛
寺
一
切
経
と
安
世
高
の
漢
訳
仏
典
／

デ
レ
ア
ヌ

フ
ロ
リ
ン

天
野
山
金
剛
寺
の
浄
土
教
典
籍
／
落
合
俊
典

古
写
経
と
微
生
物
／
吉
川
也
志
保

寺
院
紹
介
・
調
査
日
記「
西
方
寺
」
そ
の
他

○
第
３
号

七
寺
一
切
経
に
み
る
経
軸
の
意
匠
の
相
違
に
つ
い
て
／

赤
尾
栄
慶

古
写
経
の
色
／
吉
川
也
志
保

檀
王
法
林
寺
蔵『
集
諸
経
礼
懺
儀
』巻
下
に
つ
い
て
／

上
杉
智
英

現
存
最
古
の
大
唐
西
域
記
写
本
／
高
田
時
雄

寺
院
紹
介「
檀
王
法
林
寺
」

そ
の
他

『
い
と
く
ら
』の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い（
連
絡
先
は
下
欄
参
照
）。

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
紹
介

研
究
代
表
者

今
西
順
吉
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
、
国
際
仏

教
学
院
理
事
長
）

研
究
分
担
者

木
村
清
孝
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
長
、
教
授
）

落
合
俊
典
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
）

H
ubert

D
U

R
T

（
同
・
教
授
）

津
田
眞
一
（
同
・
教
授
）

デ
レ
ア
ヌ

フ
ロ
リ
ン
（
同
・
教
授
）

松
村
淳
子
（
同
・
教
授
）

赤
尾
栄
慶
（
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
企
画
室
長
）

高
田
時
雄
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）

梶
浦
　
晋
（
同
・
附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手
）

C
hristian

W
IT

T
E

R
N

（
同
・
附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

宇
都
宮
啓
吾
（
大
阪
大
谷
大
学
教
授
）

大
倉
孝
昭
（
同
・
教
授
）

中
川
　
優
（
和
歌
山
大
学
教
授
）

村
川
猛
彦
（
同
・
専
任
講
師
）

研
究
協
力
者

末
木
康
弘
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
属
図
書
館
副
館
長
）

堀
伸
一
郎
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
置
国
際
仏
教
学

研
究
所
副
所
長
）

佐
藤
愛
弓
（
大
谷
大
学
助
教
）

能
島
　
覚
（
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員
）

三
宅
徹
誠
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
置
国
際

仏
教
学
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
）

林
　
　
敏
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
博
士
課
程
）

吉
川
也
志
保
（
東
京
文
化
財
研
究
所
保
存
修
復
科
学

セ
ン
タ
ー
研
究
補
佐
員
）

相
原
良
直
（
華
頂
短
期
大
学
教
授
）

岡
崎
友
子
（
就
実
大
学
准
教
授
）

広
坂
直
子
（
京
都
外
国
語
大
学
非
常
勤
講
師
）

江
南
和
幸
（
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
）

坂
本
昭
二
（
龍
谷
大
学
古
典
籍
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

上
杉
智
英
（
中
国
政
府
奨
学
金
高
級
進
修
生（
中
国
人
民

大
学
）、
元
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
補
助
員
）

池
　
麗
梅
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
博
士

課
程
、
元
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
員
）

佐
藤
も
な
（
帝
京
高
等
看
護
学
院
非
常
勤
講
師
、
元
学

術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
員
）

大
塚
紀
弘
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、
元
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
員
）

研
究
員（
PD
）

林
寺
正
俊
・
箕
浦
尚
美
・
恋
田
知
子
・
田
中
秀
典
・
南
　
宏
信

研
究
補
助
員（
RA
）

赤
塚
祐
道
・
定
源（
王
招
国
）

（
平
成
20
年
12
月
現
在
）

国際仏教学大学院大学
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